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１．業務概要 

出港前報告制度に基づき、本船利用船会社単位（共同運航の場合は、各本船利用船会社の自社単位）及び

船積港単位に、船舶情報＊１、Ｂ／Ｌ＊２及びコンテナ情報等を報告する。報告内容に基づき審査選定処理を

行う。 

なお、本業務で報告された情報の訂正及び削除は、「出港前報告訂正（ＣＭＲ）」業務で行う。 

ただし、船舶情報の訂正に伴う再報告は本業務で行う。 

本業務は「出港日時報告（ＡＴＤ）」業務が行われるまでの間、実施することができる。 

報告された情報は、入力された入港予定年月日より一定期間経過後、システムから削除される。 

 

（＊１）船舶情報とは、以下の５項目を指す。 

①船舶コード 

②航海番号 

③船会社コード 

④船積港コード 

⑤船積港枝番 

（＊２）Ｂ／Ｌの種類は以下のとおりとする。 

①「オーシャン（マスター）Ｂ／Ｌ」 

本業務またはＣＭＲ業務（以下、「本業務等」という。）で登録されるＢ／Ｌ。 

②「ハウスＢ／Ｌ」 

「出港前報告（ハウスＢ／Ｌ）（ＡＨＲ）」業務または「出港前報告訂正（ハウスＢ／Ｌ）

（ＣＨＲ）」業務（以下、「ＡＨＲ業務等」という。）でハウスＢ／Ｌとして登録されるＢ／

Ｌ。 

③「マスターＢ／Ｌ」 

オーシャン（マスター）Ｂ／Ｌのうち、ハウスＢ／Ｌと関連付けされているＢ／Ｌ、またはマ

スターＢ／Ｌ識別に「Ｍ」を入力したＢ／Ｌ。 

 

２．入力者 

船会社、船舶代理店 

 

３．制限事項 

①１Ｂ／Ｌで指定可能なコンテナ番号は最大１００件とする。 

②１業務で入力可能なコンテナ番号は最大１００件とする。 

 

４．入力条件 

（１）入力者チェック 

①システムに登録されている利用者であること。 

②入力者が船会社の場合は、入力された船会社コードに対する利用者であること。 

③入力者が船舶代理店の場合で、入力された船卸港が日本の港である場合は、船卸港において本船利

用船会社との受委託関係がシステムに登録されていること。 

（２）入力項目チェック 

（Ａ）単項目チェック 

「入力項目表」及び「オンライン業務共通設計書」参照。 

（Ｂ）項目間関連チェック 

「入力項目表」及び「オンライン業務共通設計書」参照。 



4049-01-2 

（３）船舶ＤＢチェック 

積載船名または船舶国籍コードを入力しない場合は、入力された船舶コードに対して「船舶基本情報

登録（ＶＢＸ）」業務が行われていること。 

（４）出港前報告情報ＤＢチェック 

（Ａ）出港日時報告チェック 

入力された船舶情報に対してＡＴＤ業務が行われていないこと。 

（Ｂ）Ｂ／Ｌチェック 

入力されたＢ／Ｌが登録されている場合は、以下のチェックを行う。 

①ハウスＢ／Ｌでないこと。 

②既に本業務等で登録済みのオーシャン（マスター）Ｂ／Ｌである場合は、以下の３点を満たすこ

と。 

・仕出港コードが変更されていないこと。 

・船舶情報が変更されていること。 

・船卸許可申請中でないこと。 

 

５．処理内容 

（１）入力チェック処理 

前述の入力条件に合致するかチェックし、合致した場合に処理結果コード「０００００－００００－

００００」を設定の上、以降の処理を行う。 

合致しなかった場合はエラーとし、「０００００－００００－００００」以外の処理結果コードを設

定の上、処理結果通知出力処理を行う｡（エラー内容については「処理結果コード一覧」を参照。） 

（２）重量比較判定処理 

マスターＢ／Ｌの登録の場合は、入力された総重量と、マスターＢ／Ｌに関連付けられたハウスＢ／

Ｌの総重量の総計とで比較判定を行う。 

（３）船舶情報不一致判定処理 

マスターＢ／Ｌの登録の場合で、ハウスＢ／Ｌが関連付けされている場合は、入力された船舶情報と

ハウスＢ／Ｌに登録されている船舶情報を比較し、異なる場合に不一致と判定する。 

（４）審査選定処理 

入力された情報に基づき審査選定を行う。 

（５）出港前報告情報ＤＢ処理 

（Ａ）通常の登録の場合 

①入力された情報を登録する。 

②重量比較判定処理、船舶情報不一致判定処理及び審査選定処理の結果を登録する。 

（Ｂ）船舶情報の訂正の場合 

①入力された情報を上書き登録する。 

②ＡＴＤ業務が行われている場合は、その旨を取り消す。 

③重量比較判定処理、船舶情報不一致判定処理及び審査選定処理の結果を登録する。 

（６）貨物情報ＤＢ処理 

入力されたＢ／Ｌに対して「積荷目録提出（ＤＭＦ）」業務が行われている場合は、出港前報告を行

った旨を登録する。 

（７）出力情報出力処理 

後述の出力情報出力処理を行う。出力項目については「出力項目表」を参照。 
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６．出力情報 

情報名 出力条件 出力先 

処理結果通知 なし 入力者 

出港前報告情報  税関 

 

７．特記事項 

（１）Ｂ／Ｌの出港前報告日時について 

本業務を行った日本時間における日時を、出港前報告日時とする。 

（２）船舶情報の訂正について 

既に本業務等で登録済みのオーシャン（マスター）Ｂ／Ｌに対して再度本業務を行った場合は、船舶

情報の訂正に伴う再報告とみなして上書き登録を行う。マスターＢ／Ｌの船舶情報等が変更になった

場合でも、関連付けられたハウスＢ／Ｌの船舶情報等は更新されないため、ＡＨＲ業務で再登録を行

う必要がある。 

（３）「積荷目録情報登録（一括）（ＭＦＩ）」業務を利用する場合の注意点 

ＭＦＩ業務は、本業務で登録された情報を元に「積荷目録情報登録（ＭＦＲ）」業務の自動起動を行

う。本業務とＭＦＲ業務とではチェック内容が異なるため、ＭＦＩ業務を利用する場合は「入力項目

表」の記載事項及び以下の点について注意が必要である。 

①以下の３点を満たさない場合は、ＭＦＩ業務対象外として出港前報告情報ＤＢに登録される。 

・コンテナオペレーション会社コードを入力していること。 

・船卸港コードに日本の港を入力していること。 

・コンテナ番号を入力した場合は、荷渡形態コード、バンニング形態コード及びコンテナ条約適用識

別を入力していること。 

②船舶コードが船舶ＤＢに登録されていない場合は、ＭＦＩ業務実施前にＶＢＸ業務で登録する必要

がある。 

③ＭＦＩ業務を実施した際は、品名は先頭７０桁が登録される。 

④ＭＦＩ業務を実施した際は、代表品目番号は先頭４桁が登録される。 

⑤本業務では、積荷目録管理ＤＢ、貨物情報ＤＢ、コンテナ情報ＤＢ及び包括保税運送ＤＢに対する

チェックを行っていない。 

⑥本業務では、ＭＦＲ業務における以下の制限チェックを行っていない。 

・１コンテナで指定可能なＢ／Ｌは最大１００件とする。 

・１船舶コードに対して本業務を行える利用船会社数は、最大２０件とする。 

・１船卸港コードに対して指定できるコンテナオペレーション会社数は、最大５件とする。 

・１船舶コードに対して登録可能なＢ／Ｌ及びコンテナ番号は、合計で最大９９９９件とする。 

 



1 入力共通項目
an 398 M M

2 処理区分コード
KND an 1 M M

９：新規登録、出港日時報告前の追加
パッケージソフト利用者は入力不要

3 ＳＰコード
SPI an 16 C C

サービスプロバイダーコードを入力

4 船舶コード

SEN an 9 M M

コールサイン （１）バスケットコード（９９９９）は入力不可
（２）積載船名および船舶国籍コードを入力した場合は、
船舶ＤＢに登録されていない船舶コードを入力可

5 積載船名

SNM an 35 F F

（１）船舶コードが船舶ＤＢに登録されていない場合は、
積載船名を必須入力
（２）船舶コードが船舶ＤＢに登録されている場合は、船
舶ＤＢに登録されている積載船名を優先する

6 船舶国籍コード

SNC an 2 F F

国連ＬＯＣＯＤＥ
（国名２桁）

（１）船舶コードが船舶ＤＢに登録されていない場合は、
船舶国籍コードを必須入力
（２）船舶コードが船舶ＤＢに登録されている場合は、船
舶ＤＢに登録されている船舶国籍コードを優先する

7 航海番号
VOY an 10 M M

8 船会社コード
SCA an 4 M M

ＮＡＣＣＳ用船会社コードを入力

9 船積港コード

LPR an 5 M M

国連ＬＯＣＯＤＥ （１）コンテナ貨物を日本向けに船積みした港を入力
（２）システムに登録されていない船積港コードを入力し
た場合は、システム内で３桁目から３文字分を「ＺＺＺ」
に変換（バスケットコードに変換）して処理を行う
（３）外国のコードとしてシステムに登録されていること

10 船積港名

LPN an 20 F F

（１）船積港コードにバスケットコードを入力した場合
（船積港コードがバスケットコードに変換された場合を含
む）に必須入力
（２）船積港コードに対する船積港名がシステムに登録さ
れている場合は、システムに登録されている船積港名を優
先する

11 船積港枝番

LED an 1 C C

（１）スペース入力可
（２）同一航海で同一港に複数回寄港する場合は船積港枝
番（１～９）を入力

12 Ｂ／Ｌ番号

BLN an 35 M M

（１）先頭４桁は、ＮＡＣＣＳ用船会社コードであること
（２）船会社コードが３桁の場合は、４桁目に｢－(ハイフ
ン)｣を入力すること
（３）５桁以上であること
（４）カンマ入力がないこと
（５）システムで定められた桁数以内であること

13 出港予定年月日
DDT n 8 M M

出港予定年月日を現地時間またはグリニッジ標準時で入力
○

14 出港予定時分
DHM n 4 M M

出港予定時分を現地時間またはグリニッジ標準時で入力
○

15 グリニッジ標準時差
分

GTD an 5 M M

（１）現地時間とグリニッジ標準時との差分を「正負記
号」＋「ＨＨＭＭ」形式で入力
（２）出港予定年月日および出港予定時分に、グリニッジ
標準時を入力する場合は、「０００００」を入力

16 緩和措置対象地域識
別 MMR an 1 C C

Ｙ：出港前報告制度における緩和措置対象地域から出港す
る場合

17 マスターＢ／Ｌ識別
MBL an 1 C C

利用運送事業者（ＮＶＯＣＣ）等から出港前報告（ハウス
Ｂ／Ｌ）がなされる場合は「Ｍ」を入力

18 通知先コード

CA_ an 5 3 C C

利用者コード 出港前報告に係る税関からのリスク分析結果の事前通知を
他の利用者にも送付したい場合は、当該利用者の利用者
コードを入力

19 船卸港コード

DPR an 5 M M

国連ＬＯＣＯＤＥ （１）船卸港（仮陸揚を行う場合は仮陸揚港）をコードで
入力
（２）日本の港を入力した場合は、外航船舶用としてシス
テムに登録されていること
（３）通過貨物の場合は、外国のコードを入力
（４）システムに登録されていない船卸港コードを入力し
た場合は、システム内で３桁目から３文字分を「ＺＺＺ」
に変換（バスケットコードに変換）して処理を行う

20 船卸港枝番

EDA an 1 C C

（１）スペース入力可
（２）同一航海で同一港に複数回寄港する場合は船卸港枝
番（１～９）を入力

21 入港予定年月日

IDT n 8 M M

（１）下記の範囲内のみ入力可
システム日≦入港予定年月日
（２）日本時間で入力
（３）通過貨物の場合は、日本に寄港する日付を入力

○

22 コンテナオペレー
ション会社コード

CYC an 5 C M

利用者コード （１）ＣＹ扱いの場合にコンテナオペレーション会社の利
用者コードを入力
（２）ＣＹ扱いでない場合及びコンテナオペレーション会
社がシステム不参加の場合は、「９９９９９」を入力

23 仕出港コード

EPR an 5 M M

国連ＬＯＣＯＤＥ （１）コンテナ貨物を最初に船積みした港を入力
（２）システムに登録されていない仕出港コードを入力し
た場合は、システム内で３桁目から３文字分を「ＺＺＺ」
に変換（バスケットコードに変換）して処理を行う
（３）外国のコードとしてシステムに登録されていること

端末仕様（参考）

E
L

R
履
歴

P
M

属
性

桁 コード
繰
2

入力条件/形式
既
定
値

業務名（業務コード）

（参考）
後続でＭＦＩ
業務を利用

項番 欄 項目名 ID

条件

出港前報告（ＡＭＲ）

繰
1
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端末仕様（参考）

E
L

R
履
歴

P
M

属
性

桁 コード
繰
2

入力条件/形式
既
定
値

業務名（業務コード）

（参考）
後続でＭＦＩ
業務を利用

項番 欄 項目名 ID

条件

出港前報告（ＡＭＲ）

繰
1

24 仕出港名

EPN an 20 F F

（１）仕出港コードにバスケットコードを入力した場合
（仕出港コードがバスケットコードに変換された場合を含
む）に必須入力
（２）仕出港コードに対する仕出港名がシステムに登録さ
れている場合は、システムに登録されている仕出港名を優
先する

25 荷渡地コード

DLP an 5 M M

国連ＬＯＣＯＤＥ （１）仮陸揚貨物の場合は船卸港コードと同一でないこと
（２）システムに登録されていない荷渡地コードを入力し
た場合は、システム内で３桁目から３文字分を「ＺＺＺ」
に変換（バスケットコードに変換）して処理を行う
（３）荷渡地コードがバスケットコードに変換された場合
は、変換後のバスケットコードが、外国のコードとしてシ
ステムに登録されていること

26 荷渡地名

DLN an 20 F F

（１）荷渡地コードにバスケットコードを入力した場合
（荷渡地コードがバスケットコードに変換された場合を含
む）に必須入力
（２）荷渡地コードに対する荷渡地名がシステムに登録さ
れている場合は、システムに登録されている荷渡地名を優
先する

27 最終仕向地コード

DST an 5 C C

国連ＬＯＣＯＤＥ （１）システムに登録されていない最終仕向地コードを入
力した場合は、システム内で３桁目から３文字分を「ＺＺ
Ｚ」に変換（バスケットコードに変換）して処理を行う
（２）最終仕向地コードがバスケットコードに変換された
場合は、変換後のバスケットコードが、外国のコードとし
てシステムに登録されていること

28 最終仕向地名

DSN an 20 F F

（１）最終仕向地コードにバスケットコードを入力した場
合（最終仕向地コードがバスケットコードに変換された場
合を含む）に必須入力
（２）最終仕向地コードに対する最終仕向地名がシステム
に登録されている場合は、システムに登録されている最終
仕向地名を優先する

29 荷送人コード

SHS an 12 C C

輸出入者コード （１）荷送人をコードで入力
（２）先頭８桁で入力した場合は、システムで後４桁に
「００００」を補完する
（３）荷送人が無符号である場合は入力不要

30 荷送人名

SHN an 70 F F

（１）荷送人が無符号である場合は荷送人名を必須入力
（２）荷送人コードを入力した場合は、荷送人コードに対
してシステムに登録されている荷送人名を優先する

31 荷送人住所（連続入
力）

SHA an 105 C C

（１）荷送人が無符号である場合は荷送人の住所を入力
（２）分割された荷送人住所欄に入力がある場合は、入力
不可
（３）荷送人住所、荷送人電話番号を分離入力できない場
合は、本項目にまとめて入力

32 荷送人住所１／４
（Street and
number/P.O.Box）

SH1 an 70 C C

（１）荷送人が無符号である場合は荷送人住所１／４
（Street and number/P.O.Box）を入力
（２）荷送人コードを入力した場合は、荷送人コードに対
してシステムに登録されている荷送人住所１／４（Street
and number/P.O.Box）を優先する
（３）荷送人住所（連続入力）に入力がある場合は、入力
不可
（４）荷送人住所１／４（Street and number/P.O.Box）
を入力した場合は、荷送人住所２／４（Street and
number/P.O.Box）及び荷送人住所３／４（City name）を
必須入力

33 荷送人住所２／４
（Street and
number/P.O.Box）

SH2 an 35 C C

（１）荷送人が無符号である場合は荷送人住所２／４
（Street and number/P.O.Box）を入力
（２）荷送人コードを入力した場合は、荷送人コードに対
してシステムに登録されている荷送人住所２／４（Street
and number/P.O.Box）を優先する
（３）荷送人住所（連続入力）に入力がある場合は、入力
不可
（４）荷送人住所２／４（Street and number/P.O.Box）
を入力した場合は、荷送人住所１／４（Street and
number/P.O.Box）及び荷送人住所３／４（City name）を
必須入力

34 荷送人住所３／４
（City name）

SH3 an 35 C C

（１）荷送人が無符号である場合は荷送人住所３／４
（City name）を入力
（２）荷送人コードを入力した場合は、荷送人コードに対
してシステムに登録されている荷送人住所３／４（City
name）を優先する
（３）荷送人住所（連続入力）に入力がある場合は、入力
不可
（４）荷送人住所３／４（City name）を入力した場合
は、荷送人住所１／４（Street and number/P.O.Box）及
び荷送人住所２／４（Street and number/P.O.Box）を必
須入力

35 荷送人住所４／４
（Country sub-
entity, name）

SH4 an 35 C C

（１）荷送人が無符号である場合は荷送人住所４／４
（Country sub-entity, name）を入力
（２）荷送人コードを入力した場合は、荷送人コードに対
してシステムに登録されている荷送人住所４／４
（Country sub-entity, name）を優先する
（３）荷送人住所（連続入力）に入力がある場合は、入力
不可

36 荷送人郵便番号
（Postcode
identification）

SHP an 9 C C

（１）荷送人が無符号である場合は荷送人郵便番号
（Postcode identification）を入力
（２）荷送人コードを入力した場合は、荷送人コードに対
してシステムに登録されている荷送人郵便番号（Postcode
identification）を優先する
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37 荷送人国名コード
（Country, coded）

SHC an 2 F F

国連ＬＯＣＯＤＥ
（国名２桁）

（１）荷送人が無符号である場合は荷送人国名をコードで
必須入力
（２）荷送人コードを入力した場合は、荷送人コードに対
してシステムに登録されている荷送人国名コード
（Country, coded）を優先する

38 荷送人電話番号

SHT an 14 C C

荷送人コードに対する荷送人電話番号がシステムに登録さ
れている場合は、システムに登録されている荷送人電話番
号を優先する

39 荷受人コード

CNS an 12 C C

輸出入者コード （１）荷受人をコードで入力
（２）先頭８桁で入力した場合は、システムで後４桁に
「００００」を補完する
（３）荷受人が無符号の場合は入力不要

40 荷受人名

CNN an 70 F F

（１）荷受人が無符号である場合は荷受人名を必須入力
（２）荷受人コードを入力した場合は、荷受人コードに対
してシステムに登録されている荷受人名を優先する

41 荷受人住所（連続入
力）

CNA an 105 C C

（１）荷受人が無符号である場合は荷受人の住所を入力
（２）分割された荷受人住所欄に入力がある場合は、入力
不可
（３）荷受人住所、荷受人電話番号を分離入力できない場
合は、本項目にまとめて入力
（４）荷受人名に「ＴＯ　ＯＲＤＥＲ」が入力されている
場合は、「ＴＯ　ＯＲＤＥＲ」を入力

42 荷受人住所１／４
（Street and
number/P.O.Box）

CN1 an 70 C C

（１）荷受人が無符号である場合は荷受人住所１／４
（Street and number/P.O.Box）を入力
（２）荷受人コードを入力した場合は、荷受人コードに対
してシステムに登録されている荷受人住所１／４（Street
and number/P.O.Box）を優先する
（３）荷受人住所（連続入力）に入力がある場合は、入力
不可
（４）荷受人住所１／４（Street and number/P.O.Box）
を入力した場合は、荷受人住所２／４（Street and
number/P.O.Box）及び荷受人住所３／４（City name）を
必須入力

43 荷受人住所２／４
（Street and
number/P.O.Box）

CN2 an 35 C C

（１）荷受人が無符号である場合は荷受人住所２／４
（Street and number/P.O.Box）を入力
（２）荷受人コードを入力した場合は、荷受人コードに対
してシステムに登録されている荷受人住所２／４（Street
and number/P.O.Box）を優先する
（３）荷受人住所（連続入力）に入力がある場合は、入力
不可
（４）荷受人住所２／４（Street and number/P.O.Box）
を入力した場合は、荷受人住所１／４（Street and
number/P.O.Box）及び荷受人住所３／４（City name）を
必須入力

44 荷受人住所３／４
（City name）

CN3 an 35 C C

（１）荷受人が無符号である場合は荷受人住所３／４
（City name）を入力
（２）荷受人コードを入力した場合は、荷受人コードに対
してシステムに登録されている荷受人住所３／４（City
name）を優先する
（３）荷受人住所（連続入力）に入力がある場合は、入力
不可
（４）荷受人住所３／４（City name）を入力した場合
は、荷受人住所１／４（Street and number/P.O.Box）及
び荷受人住所２／４（Street and number/P.O.Box）を必
須入力

45 荷受人住所４／４
（Country sub-
entity, name）

CN4 an 35 C C

（１）荷受人が無符号である場合は荷受人住所４／４
（Country sub-entity, name）を入力
（２）荷受人コードを入力した場合は、荷受人コードに対
してシステムに登録されている荷受人住所４／４
（Country sub-entity, name）を優先する
（３）荷受人住所（連続入力）に入力がある場合は、入力
不可

46 荷受人郵便番号
（Postcode
identification）

CNP an 9 C C

（１）荷受人が無符号である場合は荷受人郵便番号
（Postcode identification）を入力
（２）荷受人コードを入力した場合は、荷受人コードに対
してシステムに登録されている荷受人郵便番号（Postcode
identification）を優先する

47 荷受人国名コード
（Country, coded）

CNC an 2 F F

国連ＬＯＣＯＤＥ
（国名２桁）

（１）荷受人が無符号である場合は荷受人国名をコードで
必須入力
（２）荷受人コードを入力した場合は、荷受人コードに対
してシステムに登録されている荷受人国名コード
（Country, coded）を優先する
（３）荷受人名に「ＴＯ　ＯＲＤＥＲ」が入力されている
場合は、着荷通知先国名コード（Country, coded）に入力
されている国名コードを入力

48 荷受人電話番号

CTL an 14 C C

荷受人コードに対する荷受人電話番号がシステムに登録さ
れている場合は、システムに登録されている荷受人電話番
号を優先する

49 着荷通知先コード

NS_ an 12 2 C C

輸出入者コード （１）着荷通知先をコードで入力
（２）先頭８桁で入力した場合は、システムで後４桁に
「００００」を補完する
（３）着荷通知先が無符号の場合は入力不要

50 着荷通知先名

NN_ an 70 * C C

（１）着荷通知先が無符号の場合は入力
（２）着荷通知先コードまたは着荷通知先名の１欄目は必
須入力
（３）着荷通知先コードを入力した場合は、着荷通知先
コードに対してシステムに登録されている着荷通知先名を
優先する
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51 着荷通知先住所（連
続入力）

NA_ an 105 * C C

（１）着荷通知先が無符号である場合は着荷通知先の住所
を入力
（２）分割された着荷通知先住所欄に入力がある場合は、
入力不可
（３）着荷通知先住所、着荷通知先電話番号を分離入力で
きない場合は、本項目にまとめて入力

52 着荷通知先住所１／
４（Street and
number/P.O.Box）

NE_ an 70 * C C

（１）着荷通知先が無符号である場合は着荷通知先住所１
／４（Street and number/P.O.Box）を入力
（２）着荷通知先コードを入力した場合は、着荷通知先
コードに対してシステムに登録されている着荷通知先住所
１／４（Street and number/P.O.Box）を優先する
（３）着荷通知先住所（連続入力）に入力がある場合は、
入力不可
（４）着荷通知先住所１／４（Street and
number/P.O.Box）を入力した場合は、着荷通知先住所２／
４（Street and number/P.O.Box）及び着荷通知先住所３
／４（City name）を必須入力

53 着荷通知先住所２／
４（Street and
number/P.O.Box）

NF_ an 35 * C C

（１）着荷通知先が無符号である場合は着荷通知先住所２
／４（Street and number/P.O.Box）を入力
（２）着荷通知先コードを入力した場合は、着荷通知先
コードに対してシステムに登録されている着荷通知先住所
２／４（Street and number/P.O.Box）を優先する
（３）着荷通知先住所（連続入力）に入力がある場合は、
入力不可
（４）着荷通知先住所２／４（Street and
number/P.O.Box）を入力した場合は、着荷通知先住所１／
４（Street and number/P.O.Box）及び着荷通知先住所３
／４（City name）を必須入力

54 着荷通知先住所３／
４（City name）

NG_ an 35 * C C

（１）着荷通知先が無符号である場合は着荷通知先住所３
／４（City name）を入力
（２）着荷通知先コードを入力した場合は、着荷通知先
コードに対してシステムに登録されている着荷通知先住所
３／４（City name）を優先する
（３）着荷通知先住所（連続入力）に入力がある場合は、
入力不可
（４）着荷通知先住所３／４（City name）を入力した場
合は、着荷通知先住所１／４（Street and
number/P.O.Box）及び着荷通知先住所２／４（Street and
number/P.O.Box）を必須入力

55 着荷通知先住所４／
４（Country sub-
entity, name）

NH_ an 35 * C C

（１）着荷通知先が無符号である場合は着荷通知先住所４
／４（Country sub-entity, name）を入力
（２）着荷通知先コードを入力した場合は、着荷通知先
コードに対してシステムに登録されている住所４／４
（Country sub-entity, name）を優先する
（３）着荷通知先住所（連続入力）に入力がある場合は、
入力不可

56 着荷通知先郵便番号
（Postcode
identification）

NP_ an 9 * C C

（１）着荷通知先が無符号である場合は着荷通知先郵便番
号（Postcode identification）を入力
（２）着荷通知先コードを入力した場合は、着荷通知先
コードに対してシステムに登録されている着荷通知先郵便
番号（Postcode identification）を優先する

57 着荷通知先国名コー
ド（Country,
coded）

NC_ an 2 * C C

国連ＬＯＣＯＤＥ
（国名２桁）

（１）着荷通知先が無符号である場合は着荷通知先国名を
コードで入力
（２）着荷通知先コードを入力した場合は、着荷通知先
コードに対してシステムに登録されている着荷通知先国名
コード（Country, coded）を優先する

58 着荷通知先電話番号

NL_ an 14 * C C

着荷通知先コードに対する着荷通知先電話番号がシステム
に登録されている場合は、システムに登録されている着荷
通知先電話番号を優先する

59 品名

CMD an 350 M M

（１）積荷内容が容易に特定できるよう具体的かつ詳細な
品名を入力
（２）積荷内容が容易に特定できない表現の品名は入力不
可（例えば、「PARTS」は不可で、「MOTORCYCLE PARTS」
は可）

60 代表品目番号

HSN an 6 M M

ＨＳコード
（６桁）

（１）複数の品目がある場合には、代表品目のＨＳコード
６桁を入力
（２）システムに登録されていること

61 記号番号
MRK an 140 M M

62 個数
PCS n 8 M M

（１）小数点以下は入力不可
（２）個数の表現できない貨物については「１」を入力 ○

63 個数単位コード

PUT an 3 M M

包装種類コード
（ＵＮ／ＥＣＥ勧
告第２１号・英
字）

64 総重量

GWT n 10 M M

（１）整数部６桁、小数部３桁または整数部７桁、小数部
２桁の入力を可能とする
（２）整数部が７桁の場合は、重量単位コードが「ＫＧ
Ｍ」であること

○

65 重量単位コード

WU1 an 3 M M

数量単位コード
（ＵＮ／ＥＣＥ勧
告第２０号・英
字）

ＫＧＭ：キログラム
ＴＮＥ：メトリックトン
ＬＢＲ：ポンド ○

66 ネット重量

NWT n 10 C C

（１）整数部６桁、小数部３桁または整数部７桁、小数部
２桁の入力を可能とする
（２）整数部が７桁の場合は、重量単位コードが「ＫＧ
Ｍ」であること

○
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67 重量単位コード

WU2 an 3 M M

数量単位コード
（ＵＮ／ＥＣＥ勧
告第２０号・英
字）

ＫＧＭ：キログラム
ＴＮＥ：メトリックトン
ＬＢＲ：ポンド ○

68 容積
VOL n 10 M M

整数部６桁、小数部３桁
○

69 容積単位コード

VUT an 3 M M

数量単位コード
（ＵＮ／ＥＣＥ勧
告第２０号・英
字）

ＭＴＱ：立方メートル
ＦＴＱ：立方フート
ＢＦＴ：フートボードメジュアー（木材） ○

70 原産国コード
ORG an 2 C C

国連ＬＯＣＯＤＥ
（国名２桁）

71 危険貨物等コード
SPC an 3 C C

危険貨物等コード 特殊貨物の場合にその種類をコードで入力

72 ＩＭＤＧクラス
DIC an 4 C C

国際海上危険物規則（ＩＭＤＧ　ｃｏｄｅ）における危険
物の分類（クラス）を入力

73 ＵＮ　Ｎｏ．
DUN an 4 M M

（１）国際連合危険物輸送勧告における国連番号を入力
（２）「００００」～「９９９９」の範囲で入力

74 海上運賃（フレー
ト）

FRT n 18 C C

（１）海上運賃通貨種別コードが「ＪＰＹ」以外の場合
は、小数点以下第２位まで入力可
（２）海上運賃通貨種別コードが「ＪＰＹ」の場合は、小
数点以下入力不可

○

75 海上運賃通貨種別
コード

FRC an 3 M M

通貨コード
（ＩＳＯ４２１
７・英字）

76 価格

PRS n 18 C C

（１）仮陸揚貨物保税運送を行う場合に価格を必須入力
（２）価格通貨種別コードが「ＪＰＹ」以外の場合は、小
数点以下第２位まで入力可
（３）価格通貨種別コードが「ＪＰＹ」の場合は、小数点
以下入力不可

○

77 価格通貨種別コード

PRT an 3 M M

通貨コード
（ＩＳＯ４２１
７・英字）

78 包括保税運送承認番
号 HNO an 11 C C

包括保税運送承認に係る個別運送を行う場合に入力

79 仮陸揚識別

KRR an 3 C C

ＵＮ／ＥＤＩＦＡ
ＣＴコード
（７３６５）

２８：仮陸揚貨物

○

80 仮陸揚事由コード

KRS an 3 M M

仮陸揚事由コード 仮陸揚貨物に対して保税運送情報の登録を行う場合は、
「ＰＯＳ」でないこと
ＴＲＴ：他の外国貿易船（機）への積換え（運送有り）
ＴＲＳ：他の外国貿易船（機）への積換え（運送無し）
ＰＯＳ：同一本船での荷繰り
ＲＥＶ：コンテナ詰め替え

○

81 仮陸揚期間

PRD n 2 M M

（１）船卸開始年月日を起算日として日数で入力
（２）システムに登録されている期間内であること
（３）０以外の数字であること

○

82 運送期間開始予定日

SDT n 8 C C

（１）仮陸揚貨物の保税運送を行う場合に運送期間開始予
定日を必須入力
（２）システム年月日≦運送開始予定日であること
（３）日本時間で入力

○

83 運送期間終了予定日

EDT n 8 C C

（１）仮陸揚貨物の保税運送を行う場合で運送期間終了予
定日を申告する場合に入力
（２）運送期間開始予定日≦運送期間終了予定日であるこ
と
（３）日本時間で入力

○

84 個別運送または仮陸
揚貨物保税運送の運
送具コード

BYA an 2 C C

ＵＮ／ＥＤＩＦＡ
ＣＴコード
（８１７９）

（１）仮陸揚貨物の保税運送を行う場合に運送具をコード
で必須入力
（２）包括保税運送承認に係る個別運送を行う場合に運送
具をコードで入力
なお、入力がない場合は｢３１：ＴＲＵＣＫ｣を補完し登録
６△：ＡＩＲＣＲＡＦＴ
１１：ＳＨＩＰ
１６：ＢＡＲＧＥ
２５：ＲＡＩＬ ＥＸＰＲＥＳＳ
３１：ＴＲＵＣＫ
１７：ＯＴＨＥＲ

○

85 到着地コード
ARR an 5 C C

保税地域コード 包括保税運送承認に係る個別運送または仮陸揚貨物保税運
送を行う場合に到着地をコードで入力

86 到着地名
ARN an 35 C C

到着地コードに係る到着地名がシステムに登録されていな
い場合に到着地名を必須入力

87 他法令コード
OR_ an 2 5 C C

他法令コード 包括保税運送承認に係る個別運送または仮陸揚貨物保税運
送であり、かつ他法令該当の貨物である場合に入力

88 記事
NTE an 140 C C

89 社内整理番号
REF an 20 C C

90
100

コンテナ番号
CNO an 12 M M

左詰めで入力
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端末仕様（参考）

E
L

R
履
歴

P
M

属
性

桁 コード
繰
2

入力条件/形式
既
定
値

業務名（業務コード）

（参考）
後続でＭＦＩ
業務を利用

項番 欄 項目名 ID

条件

出港前報告（ＡＭＲ）

繰
1

91
*

シール番号
SL_ an 15 6 M M

シールがない場合は、１欄目に「ＮＯ ＳＥＡＬ」を入力

92

*

空／実入りコンテナ
表示

EFS an 3 M M

ＵＮ／ＥＤＩＦＡ
ＣＴコード
（８１６９）

「４」は入力不可
５：Full

93

*

コンテナサイズコー
ド

SIZ an 2 M M

１桁目：コンテナ長さコード
２桁目：コンテナ高さコード

コンテナ長さコード（コード：コンテナ長さ［ｆｔ］）
１：１０’
２：２０’
４：４０’
９：その他

コンテナ高さコード（コード：コンテナ高さ［ｆｔ］［ｉ
ｎ］）
０：　８’
２：　８’６”
４：　９’
５：　９’６”
６：＞９’６”
８：　４’３”
９：≦４’（その他の高さについては本コードを使用）

94

*

コンテナタイプコー
ド

TYP an 2 M M

ＧＰ：ドライコンテナ
ＲＴ：冷凍コンテナ
ＵＴ：オープントップコンテナ
ＰＦ：フラットラックコンテナ
ＰＬ：プラットフォームコンテナ
ＴＮ：タンクコンテナ
ＳＮ：その他のコンテナ

95

*

荷渡形態コード

DLV an 2 C M

５１：ＣＹ荷渡
５２：ＣＦＳ荷渡
５３：ＤＯＯＲ荷渡

96

*

コンテナ所有形態
コード

COW an 3 M M

ＵＮ／ＥＤＩＦＡ
ＣＴコード
（８０７７）

１：Shipper supplied
２：Carrier supplied
３：Consolidator supplied
４：Deconsolidator supplied
５：Third party supplied

97

*

バンニング形態コー
ド

VAN an 3 C M

ＵＮ／ＥＤＩＦＡ
ＣＴコード
（７２７３）

１：Carrier loads
４：Shipper loads
１６：Consignee loads

98

*

コンテナ条約適用識
別

CTR an 1 C M

１：コンテナ条約適用コンテナでコンテナ条約特例法第８
条（国産コンテナ等の特例）に該当しないコンテナの場合
２：コンテナ条約適用コンテナでコンテナ条約特例法第８
条（国産コンテナ等の特例）に該当するコンテナの場合
３：コンテナ条約適用外のコンテナの場合

99
*

卸コンテナ自動抽出
対象外識別 DCN an 1 C C

Ａ：「船卸確認登録（一括）（ＰＫＩ）」業務で自動抽出
しない旨を登録する場合
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1 出力共通項目
an 398 M

メールサブジェクトには以下の項目を出力
・Ｂ／Ｌ番号　３５桁

2 処理結果コード
an 75 M

処理結果コード システムで判定された処理結果コードを出力

3 Ｂ／Ｌ番号
an 35 C

入力されたＢ／Ｌ番号を出力

4 Ｂ／Ｌ不突合識別

an 1 C

以下のいずれかの条件を満たす場合に「１」を出力
①マスターＢ／Ｌ識別に「Ｍ」が入力されたにもかかわら
ず、ハウスＢ／Ｌが関連付けされていない
②マスターＢ／Ｌ識別が入力されていないにもかかわらず、
ハウスＢ／Ｌが関連付けされている

繰
1

属
性

桁

出力情報名(出力情報コード)

項番 欄 項目名
分
割

編集仕様

カ
ン
マ

出力条件/形式

条件

処理結果通知（＊ＳＡＭＲ）

コード
繰
2

￥
非
表
示

4049-05-1



1 入力共通項目

an 398 M M M

2 処理区分コード

KND an 1 M M M

２：出港日時報告後の追加
５：訂正
１：削除

3 ＳＰコード
SPI an 16 C C C

サービスプロバイダーコードを入力

4 船舶コード

SEN an 9 M M M

コールサイン （１）バスケットコード（９９９９）は入力不可
（２）積載船名および船舶国籍コードを入力した場合は、
船舶ＤＢに登録されていない船舶コードを入力可

5 積載船名

SNM an 35 F F -

（１）船舶コードが船舶ＤＢに登録されていない場合は、
積載船名を必須入力
（２）船舶コードが船舶ＤＢに登録されている場合は、船
舶ＤＢに登録されている積載船名を優先する

6 船舶国籍コード

SNC an 2 F F -

国連ＬＯＣＯＤＥ
（国名２桁）

（１）船舶コードが船舶ＤＢに登録されていない場合は、
船舶国籍コードを必須入力
（２）船舶コードが船舶ＤＢに登録されている場合は、船
舶ＤＢに登録されている船舶国籍コードを優先する

7 航海番号
VOY an 10 M M M

8 船会社コード
SCA an 4 M M M

ＮＡＣＣＳ用船会社コードを入力

9 船積港コード

LPR an 5 M M M

国連ＬＯＣＯＤＥ （１）コンテナ貨物を日本向けに船積みした港を入力
（２）システムに登録されていない船積港コードを入力し
た場合は、システム内で３桁目から３文字分を「ＺＺＺ」
に変換（バスケットコードに変換）して処理を行う
（３）外国のコードとしてシステムに登録されていること

10 船積港名

LPN an 20 F F -

（１）船積港コードにバスケットコードを入力した場合
（船積港コードがバスケットコードに変換された場合を含
む）に必須入力
（２）船積港コードに対する船積港名がシステムに登録さ
れている場合は、システムに登録されている船積港名を優
先する

11 船積港枝番

LED an 1 C C C

（１）スペース入力可
（２）同一航海で同一港に複数回寄港する場合は船積港枝
番（１～９）を入力

12 Ｂ／Ｌ番号

BLN an 35 M M M

（１）先頭４桁は、ＮＡＣＣＳ用船会社コードであること
（２）船会社コードが３桁の場合は、４桁目に｢－(ハイフ
ン)｣を入力すること
（３）５桁以上であること
（４）カンマ入力がないこと
（５）システムで定められた桁数以内であること

13 出港予定年月日

DDT n 8 M M -

出港予定年月日を現地時間またはグリニッジ標準時で入力

○

14 出港予定時分

DHM n 4 M M -

出港予定時分を現地時間またはグリニッジ標準時で入力

○

15 グリニッジ標準時差
分

GTD an 5 M M -

（１）現地時間とグリニッジ標準時との差分を「正負記
号」＋「ＨＨＭＭ」形式で入力
（２）出港予定年月日および出港予定時分に、グリニッジ
標準時を入力する場合は、「０００００」を入力

16 緩和措置対象地域識
別

MMR an 1 C C -

Ｙ：出港前報告制度における緩和措置対象地域から出港す
る場合

17 マスターＢ／Ｌ識別

MBL an 1 C C -

利用運送事業者（ＮＶＯＣＣ）等から出港前報告（ハウス
Ｂ／Ｌ）がなされる場合は「Ｍ」を入力

18 通知先コード

CA_ an 5 3 C C -

利用者コード 出港前報告に係る税関からのリスク分析結果の事前通知を
他の利用者にも送付したい場合は、当該利用者の利用者
コードを入力

19 船卸港コード

DPR an 5 M M -

国連ＬＯＣＯＤＥ （１）船卸港（仮陸揚を行う場合は仮陸揚港）をコードで
入力
（２）日本の港を入力した場合は、外航船舶用としてシス
テムに登録されていること
（３）通過貨物の場合は、外国のコードを入力
（４）システムに登録されていない船卸港コードを入力し
た場合は、システム内で３桁目から３文字分を「ＺＺＺ」
に変換（バスケットコードに変換）して処理を行う

20 船卸港枝番

EDA an 1 C C -

（１）スペース入力可
（２）同一航海で同一港に複数回寄港する場合は船卸港枝
番（１～９）を入力

業務名（業務コード）

追加 訂正
項番 欄 項目名 ID

条件

出港前報告訂正（ＣＭＲ）

繰
1

コード
繰
2

入力条件/形式
削除

既
定
値

端末仕様（参考）

E
L

R
履
歴

P
M

属
性

桁
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業務名（業務コード）

追加 訂正
項番 欄 項目名 ID

条件

出港前報告訂正（ＣＭＲ）

繰
1

コード
繰
2

入力条件/形式
削除

既
定
値

端末仕様（参考）

E
L

R
履
歴

P
M

属
性

桁

21 入港予定年月日

IDT n 8 M M -

（１）日本時間で入力
（２）通過貨物の場合は、日本に寄港する日付を入力

○

22 コンテナオペレー
ション会社コード

CYC an 5 C C -

利用者コード （１）ＣＹ扱いの場合にコンテナオペレーション会社の利
用者コードを入力
（２）ＣＹ扱いでない場合及びコンテナオペレーション会
社がシステム不参加の場合は、「９９９９９」を入力

23 仕出港コード

EPR an 5 M M -

国連ＬＯＣＯＤＥ （１）コンテナ貨物を最初に船積みした港を入力
（２）システムに登録されていない仕出港コードを入力し
た場合は、システム内で３桁目から３文字分を「ＺＺＺ」
に変換（バスケットコードに変換）して処理を行う
（３）外国のコードとしてシステムに登録されていること

24 仕出港名

EPN an 20 F F -

（１）仕出港コードにバスケットコードを入力した場合
（仕出港コードがバスケットコードに変換された場合を含
む）に必須入力
（２）仕出港コードに対する仕出港名がシステムに登録さ
れている場合は、システムに登録されている仕出港名を優
先する

25 荷渡地コード

DLP an 5 M M -

国連ＬＯＣＯＤＥ （１）仮陸揚貨物の場合は船卸港コードと同一でないこと
（２）システムに登録されていない荷渡地コードを入力し
た場合は、システム内で３桁目から３文字分を「ＺＺＺ」
に変換（バスケットコードに変換）して処理を行う
（３）荷渡地コードがバスケットコードに変換された場合
は、変換後のバスケットコードが、外国のコードとしてシ
ステムに登録されていること

26 荷渡地名

DLN an 20 F F -

（１）荷渡地コードにバスケットコードを入力した場合
（荷渡地コードがバスケットコードに変換された場合を含
む）に必須入力
（２）荷渡地コードに対する荷渡地名がシステムに登録さ
れている場合は、システムに登録されている荷渡地名を優
先する

27 最終仕向地コード

DST an 5 C C -

国連ＬＯＣＯＤＥ （１）システムに登録されていない最終仕向地コードを入
力した場合は、システム内で３桁目から３文字分を「ＺＺ
Ｚ」に変換（バスケットコードに変換）して処理を行う
（２）最終仕向地コードがバスケットコードに変換された
場合は、変換後のバスケットコードが、外国のコードとし
てシステムに登録されていること

28 最終仕向地名

DSN an 20 F F -

（１）最終仕向地コードにバスケットコードを入力した場
合（最終仕向地コードがバスケットコードに変換された場
合を含む）に必須入力
（２）最終仕向地コードに対する最終仕向地名がシステム
に登録されている場合は、システムに登録されている最終
仕向地名を優先する

29 荷送人コード

SHS an 12 C C -

輸出入者コード （１）荷送人をコードで入力
（２）先頭８桁で入力した場合は、システムで後４桁に
「００００」を補完する
（３）荷送人が無符号である場合は入力不要

30 荷送人名

SHN an 70 F F -

（１）荷送人が無符号である場合は荷送人名を必須入力
（２）荷送人コードを入力した場合は、荷送人コードに対
してシステムに登録されている荷送人名を優先する

31 荷送人住所（連続入
力）

SHA an 105 C C -

（１）荷送人が無符号である場合は荷送人の住所を入力
（２）分割された荷送人住所欄に入力がある場合は、入力
不可
（３）荷送人住所、荷送人電話番号を分離入力できない場
合は、本項目にまとめて入力

32 荷送人住所１／４
（Street and
number/P.O.Box）

SH1 an 70 C C -

（１）荷送人が無符号である場合は荷送人住所１／４
（Street and number/P.O.Box）を入力
（２）荷送人コードを入力した場合は、荷送人コードに対
してシステムに登録されている荷送人住所１／４（Street
and number/P.O.Box）を優先する
（３）荷送人住所（連続入力）に入力がある場合は、入力
不可
（４）荷送人住所１／４（Street and number/P.O.Box）
を入力した場合は、荷送人住所２／４（Street and
number/P.O.Box）及び荷送人住所３／４（City name）を
必須入力
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業務名（業務コード）

追加 訂正
項番 欄 項目名 ID

条件

出港前報告訂正（ＣＭＲ）

繰
1

コード
繰
2

入力条件/形式
削除

既
定
値

端末仕様（参考）

E
L

R
履
歴

P
M

属
性

桁

33 荷送人住所２／４
（Street and
number/P.O.Box）

SH2 an 35 C C -

（１）荷送人が無符号である場合は荷送人住所２／４
（Street and number/P.O.Box）を入力
（２）荷送人コードを入力した場合は、荷送人コードに対
してシステムに登録されている荷送人住所２／４（Street
and number/P.O.Box）を優先する
（３）荷送人住所（連続入力）に入力がある場合は、入力
不可
（４）荷送人住所２／４（Street and number/P.O.Box）
を入力した場合は、荷送人住所１／４（Street and
number/P.O.Box）及び荷送人住所３／４（City name）を
必須入力

34 荷送人住所３／４
（City name）

SH3 an 35 C C -

（１）荷送人が無符号である場合は荷送人住所３／４
（City name）を入力
（２）荷送人コードを入力した場合は、荷送人コードに対
してシステムに登録されている荷送人住所３／４（City
name）を優先する
（３）荷送人住所（連続入力）に入力がある場合は、入力
不可
（４）荷送人住所３／４（City name）を入力した場合
は、荷送人住所１／４（Street and number/P.O.Box）及
び荷送人住所２／４（Street and number/P.O.Box）を必
須入力

35 荷送人住所４／４
（Country sub-
entity, name）

SH4 an 35 C C -

（１）荷送人が無符号である場合は荷送人住所４／４
（Country sub-entity, name）を入力
（２）荷送人コードを入力した場合は、荷送人コードに対
してシステムに登録されている荷送人住所４／４
（Country sub-entity, name）を優先する
（３）荷送人住所（連続入力）に入力がある場合は、入力
不可

36 荷送人郵便番号
（Postcode
identification）

SHP an 9 C C -

（１）荷送人が無符号である場合は荷送人郵便番号
（Postcode identification）を入力
（２）荷送人コードを入力した場合は、荷送人コードに対
してシステムに登録されている荷送人郵便番号（Postcode
identification）を優先する

37 荷送人国名コード
（Country, coded）

SHC an 2 F F -

国連ＬＯＣＯＤＥ
（国名２桁）

（１）荷送人が無符号である場合は荷送人国名をコードで
必須入力
（２）荷送人コードを入力した場合は、荷送人コードに対
してシステムに登録されている荷送人国名コード
（Country, coded）を優先する

38 荷送人電話番号

SHT an 14 C C -

荷送人コードに対する荷送人電話番号がシステムに登録さ
れている場合は、システムに登録されている荷送人電話番
号を優先する

39 荷受人コード

CNS an 12 C C -

輸出入者コード （１）荷受人をコードで入力
（２）先頭８桁で入力した場合は、システムで後４桁に
「００００」を補完する
（３）荷受人が無符号の場合は入力不要

40 荷受人名

CNN an 70 F F -

（１）荷受人が無符号である場合は荷受人名を必須入力
（２）荷受人コードを入力した場合は、荷受人コードに対
してシステムに登録されている荷受人名を優先する

41 荷受人住所（連続入
力）

CNA an 105 C C -

（１）荷受人が無符号である場合は荷受人の住所を入力
（２）分割された荷受人住所欄に入力がある場合は、入力
不可
（３）荷受人住所、荷受人電話番号を分離入力できない場
合は、本項目にまとめて入力
（４）荷受人名に「ＴＯ　ＯＲＤＥＲ」が入力されている
場合は、「ＴＯ　ＯＲＤＥＲ」を入力

42 荷受人住所１／４
（Street and
number/P.O.Box）

CN1 an 70 C C -

（１）荷受人が無符号である場合は荷受人住所１／４
（Street and number/P.O.Box）を入力
（２）荷受人コードを入力した場合は、荷受人コードに対
してシステムに登録されている荷受人住所１／４（Street
and number/P.O.Box）を優先する
（３）荷受人住所（連続入力）に入力がある場合は、入力
不可
（４）荷受人住所１／４（Street and number/P.O.Box）
を入力した場合は、荷受人住所２／４（Street and
number/P.O.Box）及び荷受人住所３／４（City name）を
必須入力

43 荷受人住所２／４
（Street and
number/P.O.Box）

CN2 an 35 C C -

（１）荷受人が無符号である場合は荷受人住所２／４
（Street and number/P.O.Box）を入力
（２）荷受人コードを入力した場合は、荷受人コードに対
してシステムに登録されている荷受人住所２／４（Street
and number/P.O.Box）を優先する
（３）荷受人住所（連続入力）に入力がある場合は、入力
不可
（４）荷受人住所２／４（Street and number/P.O.Box）
を入力した場合は、荷受人住所１／４（Street and
number/P.O.Box）及び荷受人住所３／４（City name）を
必須入力

44 荷受人住所３／４
（City name）

CN3 an 35 C C -

（１）荷受人が無符号である場合は荷受人住所３／４
（City name）を入力
（２）荷受人コードを入力した場合は、荷受人コードに対
してシステムに登録されている荷受人住所３／４（City
name）を優先する
（３）荷受人住所（連続入力）に入力がある場合は、入力
不可
（４）荷受人住所３／４（City name）を入力した場合
は、荷受人住所１／４（Street and number/P.O.Box）及
び荷受人住所２／４（Street and number/P.O.Box）を必
須入力
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45 荷受人住所４／４
（Country sub-
entity, name）

CN4 an 35 C C -

（１）荷受人が無符号である場合は荷受人住所４／４
（Country sub-entity, name）を入力
（２）荷受人コードを入力した場合は、荷受人コードに対
してシステムに登録されている荷受人住所４／４
（Country sub-entity, name）を優先する
（３）荷受人住所（連続入力）に入力がある場合は、入力
不可

46 荷受人郵便番号
（Postcode
identification）

CNP an 9 C C -

（１）荷受人が無符号である場合は荷受人郵便番号
（Postcode identification）を入力
（２）荷受人コードを入力した場合は、荷受人コードに対
してシステムに登録されている荷受人郵便番号（Postcode
identification）を優先する

47 荷受人国名コード
（Country, coded）

CNC an 2 F F -

国連ＬＯＣＯＤＥ
（国名２桁）

（１）荷受人が無符号である場合は荷受人国名をコードで
必須入力
（２）荷受人コードを入力した場合は、荷受人コードに対
してシステムに登録されている荷受人国名コード
（Country, coded）を優先する
（３）荷受人名に「ＴＯ　ＯＲＤＥＲ」が入力されている
場合は、着荷通知先国名コード（Country, coded）に入力
されている国名コードを入力

48 荷受人電話番号

CTL an 14 C C -

荷受人コードに対する荷受人電話番号がシステムに登録さ
れている場合は、システムに登録されている荷受人電話番
号を優先する

49 着荷通知先コード

NS_ an 12 2 C C -

輸出入者コード （１）着荷通知先をコードで入力
（２）先頭８桁で入力した場合は、システムで後４桁に
「００００」を補完する
（３）着荷通知先が無符号の場合は入力不要

50 着荷通知先名

NN_ an 70 * C C -

（１）着荷通知先が無符号の場合は入力
（２）着荷通知先コードまたは着荷通知先名の１欄目は必
須入力
（３）着荷通知先コードを入力した場合は、着荷通知先
コードに対してシステムに登録されている着荷通知先名を
優先する

51 着荷通知先住所（連
続入力）

NA_ an 105 * C C -

（１）着荷通知先が無符号である場合は着荷通知先の住所
を入力
（２）分割された着荷通知先住所欄に入力がある場合は、
入力不可
（３）着荷通知先住所、着荷通知先電話番号を分離入力で
きない場合は、本項目にまとめて入力

52 着荷通知先住所１／
４（Street and
number/P.O.Box）

NE_ an 70 * C C -

（１）着荷通知先が無符号である場合は着荷通知先住所１
／４（Street and number/P.O.Box）を入力
（２）着荷通知先コードを入力した場合は、着荷通知先
コードに対してシステムに登録されている着荷通知先住所
１／４（Street and number/P.O.Box）を優先する
（３）着荷通知先住所（連続入力）に入力がある場合は、
入力不可
（４）着荷通知先住所１／４（Street and
number/P.O.Box）を入力した場合は、着荷通知先住所２／
４（Street and number/P.O.Box）及び着荷通知先住所３
／４（City name）を必須入力

53 着荷通知先住所２／
４（Street and
number/P.O.Box）

NF_ an 35 * C C -

（１）着荷通知先が無符号である場合は着荷通知先住所２
／４（Street and number/P.O.Box）を入力
（２）着荷通知先コードを入力した場合は、着荷通知先
コードに対してシステムに登録されている着荷通知先住所
２／４（Street and number/P.O.Box）を優先する
（３）着荷通知先住所（連続入力）に入力がある場合は、
入力不可
（４）着荷通知先住所２／４（Street and
number/P.O.Box）を入力した場合は、着荷通知先住所１／
４（Street and number/P.O.Box）及び着荷通知先住所３
／４（City name）を必須入力

54 着荷通知先住所３／
４（City name）

NG_ an 35 * C C -

（１）着荷通知先が無符号である場合は着荷通知先住所３
／４（City name）を入力
（２）着荷通知先コードを入力した場合は、着荷通知先
コードに対してシステムに登録されている着荷通知先住所
３／４（City name）を優先する
（３）着荷通知先住所（連続入力）に入力がある場合は、
入力不可
（４）着荷通知先住所３／４（City name）を入力した場
合は、着荷通知先住所１／４（Street and
number/P.O.Box）及び着荷通知先住所２／４（Street and
number/P.O.Box）を必須入力

55 着荷通知先住所４／
４（Country sub-
entity, name）

NH_ an 35 * C C -

（１）着荷通知先が無符号である場合は着荷通知先住所４
／４（Country sub-entity, name）を入力
（２）着荷通知先コードを入力した場合は、着荷通知先
コードに対してシステムに登録されている住所４／４
（Country sub-entity, name）を優先する
（３）着荷通知先住所（連続入力）に入力がある場合は、
入力不可

56 着荷通知先郵便番号
（Postcode
identification）

NP_ an 9 * C C -

（１）着荷通知先が無符号である場合は着荷通知先郵便番
号（Postcode identification）を入力
（２）着荷通知先コードを入力した場合は、着荷通知先
コードに対してシステムに登録されている着荷通知先郵便
番号（Postcode identification）を優先する

57 着荷通知先国名コー
ド（Country,
coded）

NC_ an 2 * C C -

国連ＬＯＣＯＤＥ
（国名２桁）

（１）着荷通知先が無符号である場合は着荷通知先国名を
コードで入力
（２）着荷通知先コードを入力した場合は、着荷通知先
コードに対してシステムに登録されている着荷通知先国名
コード（Country, coded）を優先する
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58 着荷通知先電話番号

NL_ an 14 * C C -

着荷通知先コードに対する着荷通知先電話番号がシステム
に登録されている場合は、システムに登録されている着荷
通知先電話番号を優先する

59 品名

CMD an 350 M M -

（１）積荷内容が容易に特定できるよう具体的かつ詳細な
品名を入力
（２）積荷内容が容易に特定できない表現の品名は入力不
可（例えば、「PARTS」は不可で、「MOTORCYCLE PARTS」
は可）

60 代表品目番号

HSN an 6 M M -

ＨＳコード
（６桁）

（１）複数の品目がある場合には、代表品目のＨＳコード
６桁を入力
（２）システムに登録されていること

61 記号番号

MRK an 140 M M -

62 個数

PCS n 8 M M -

（１）小数点以下は入力不可
（２）個数の表現できない貨物については「１」を入力

○

63 個数単位コード

PUT an 3 M M -

包装種類コード
（ＵＮ／ＥＣＥ勧
告第２１号・英
字）

64 総重量

GWT n 10 M M -

（１）整数部６桁、小数部３桁または整数部７桁、小数部
２桁の入力を可能とする
（２）整数部が７桁の場合は、重量単位コードが「ＫＧ
Ｍ」であること

○

65 重量単位コード

WU1 an 3 M M -

数量単位コード
（ＵＮ／ＥＣＥ勧
告第２０号・英
字）

ＫＧＭ：キログラム
ＴＮＥ：メトリックトン
ＬＢＲ：ポンド

○

66 ネット重量

NWT n 10 C C -

（１）整数部６桁、小数部３桁または整数部７桁、小数部
２桁の入力を可能とする
（２）整数部が７桁の場合は、重量単位コードが「ＫＧ
Ｍ」であること

○

67 重量単位コード

WU2 an 3 M M -

数量単位コード
（ＵＮ／ＥＣＥ勧
告第２０号・英
字）

ＫＧＭ：キログラム
ＴＮＥ：メトリックトン
ＬＢＲ：ポンド

○

68 容積

VOL n 10 M M -

整数部６桁、小数部３桁

○

69 容積単位コード

VUT an 3 M M -

数量単位コード
（ＵＮ／ＥＣＥ勧
告第２０号・英
字）

ＭＴＱ：立方メートル
ＦＴＱ：立方フート
ＢＦＴ：フートボードメジュアー（木材）

○

70 原産国コード

ORG an 2 C C -

国連ＬＯＣＯＤＥ
（国名２桁）

71 危険貨物等コード

SPC an 3 C C -

危険貨物等コード 特殊貨物の場合にその種類をコードで入力

72 ＩＭＤＧクラス

DIC an 4 C C -

国際海上危険物規則（ＩＭＤＧ　ｃｏｄｅ）における危険
物の分類（クラス）を入力

73 ＵＮ　Ｎｏ．

DUN an 4 M M -

（１）国際連合危険物輸送勧告における国連番号を入力
（２）「００００」～「９９９９」の範囲で入力

74 海上運賃（フレー
ト）

FRT n 18 C C -

（１）海上運賃通貨種別コードが「ＪＰＹ」以外の場合
は、小数点以下第２位まで入力可
（２）海上運賃通貨種別コードが「ＪＰＹ」の場合は、小
数点以下入力不可

○

75 海上運賃通貨種別
コード

FRC an 3 M M -

通貨コード
（ＩＳＯ４２１
７・英字）

76 価格

PRS n 18 C C -

（１）仮陸揚貨物保税運送を行う場合に価格を必須入力
（２）価格通貨種別コードが「ＪＰＹ」以外の場合は、小
数点以下第２位まで入力可
（３）価格通貨種別コードが「ＪＰＹ」の場合は、小数点
以下入力不可

○

77 価格通貨種別コード

PRT an 3 M M -

通貨コード
（ＩＳＯ４２１
７・英字）

78 包括保税運送承認番
号

HNO an 11 C C -

包括保税運送承認に係る個別運送を行う場合に入力
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79 仮陸揚識別

KRR an 3 C C -

ＵＮ／ＥＤＩＦＡ
ＣＴコード
（７３６５）

２８：仮陸揚貨物

○

80 仮陸揚事由コード

KRS an 3 M M -

仮陸揚事由コード 仮陸揚貨物に対して保税運送情報の登録を行う場合は、
「ＰＯＳ」でないこと
ＴＲＴ：他の外国貿易船（機）への積換え（運送有り）
ＴＲＳ：他の外国貿易船（機）への積換え（運送無し）
ＰＯＳ：同一本船での荷繰り
ＲＥＶ：コンテナ詰め替え

○

81 仮陸揚期間

PRD n 2 M M -

（１）船卸開始年月日を起算日として日数で入力
（２）システムに登録されている期間内であること
（３）０以外の数字であること ○

82 運送期間開始予定日

SDT n 8 C C -

（１）仮陸揚貨物の保税運送を行う場合に運送期間開始予
定日を必須入力
（２）システム年月日≦運送開始予定日であること
（３）日本時間で入力

○

83 運送期間終了予定日

EDT n 8 C C -

（１）仮陸揚貨物の保税運送を行う場合で運送期間終了予
定日を申告する場合に入力
（２）運送期間開始予定日≦運送期間終了予定日であるこ
と
（３）日本時間で入力

○

84 個別運送または仮陸
揚貨物保税運送の運
送具コード

BYA an 2 C C -

ＵＮ／ＥＤＩＦＡ
ＣＴコード
（８１７９）

（１）仮陸揚貨物の保税運送を行う場合に運送具をコード
で必須入力
（２）包括保税運送承認に係る個別運送を行う場合に運送
具をコードで入力
なお、入力がない場合は｢３１：ＴＲＵＣＫ｣を補完し登録
６△：ＡＩＲＣＲＡＦＴ
１１：ＳＨＩＰ
１６：ＢＡＲＧＥ
２５：ＲＡＩＬ ＥＸＰＲＥＳＳ
３１：ＴＲＵＣＫ
１７：ＯＴＨＥＲ

○

85 到着地コード

ARR an 5 C C -

保税地域コード 包括保税運送承認に係る個別運送または仮陸揚貨物保税運
送を行う場合に到着地をコードで入力

86 到着地名
ARN an 35 C C -

到着地コードに係る到着地名がシステムに登録されていな
い場合に到着地名を必須入力

87 他法令コード

OR_ an 2 5 C C -

他法令コード 包括保税運送承認に係る個別運送または仮陸揚貨物保税運
送であり、かつ他法令該当の貨物である場合に入力

88 記事

NTE an 140 C C -

89 社内整理番号

REF an 20 C C -

90

100

コンテナ番号

CNO an 12 M M -

左詰めで入力

91

*

シール番号

SL_ an 15 6 M M -

シールがない場合は、１欄目に「ＮＯ ＳＥＡＬ」を入力

92

*

空／実入りコンテナ
表示

EFS an 3 M M -

ＵＮ／ＥＤＩＦＡ
ＣＴコード
（８１６９）

「４」は入力不可
５：Full

93

*

コンテナサイズコー
ド

SIZ an 2 M M -

１桁目：コンテナ長さコード
２桁目：コンテナ高さコード

コンテナ長さコード（コード：コンテナ長さ［ｆｔ］）
１：１０’
２：２０’
４：４０’
９：その他

コンテナ高さコード（コード：コンテナ高さ［ｆｔ］［ｉ
ｎ］）
０：　８’
２：　８’６”
４：　９’
５：　９’６”
６：＞９’６”
８：　４’３”
９：≦４’（その他の高さについては本コードを使用）

94

*

コンテナタイプコー
ド

TYP an 2 M M -

ＧＰ：ドライコンテナ
ＲＴ：冷凍コンテナ
ＵＴ：オープントップコンテナ
ＰＦ：フラットラックコンテナ
ＰＬ：プラットフォームコンテナ
ＴＮ：タンクコンテナ
ＳＮ：その他のコンテナ
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95

*

荷渡形態コード

DLV an 2 C C -

５１：ＣＹ荷渡
５２：ＣＦＳ荷渡
５３：ＤＯＯＲ荷渡

96

*

コンテナ所有形態
コード

COW an 3 M M -

ＵＮ／ＥＤＩＦＡ
ＣＴコード
（８０７７）

１：Shipper supplied
２：Carrier supplied
３：Consolidator supplied
４：Deconsolidator supplied
５：Third party supplied

97

*

バンニング形態コー
ド

VAN an 3 C C -

ＵＮ／ＥＤＩＦＡ
ＣＴコード
（７２７３）

１：Carrier loads
４：Shipper loads
１６：Consignee loads

98

*

コンテナ条約適用識
別

CTR an 1 C C -

１：コンテナ条約適用コンテナでコンテナ条約特例法第８
条（国産コンテナ等の特例）に該当しないコンテナの場合
２：コンテナ条約適用コンテナでコンテナ条約特例法第８
条（国産コンテナ等の特例）に該当するコンテナの場合
３：コンテナ条約適用外のコンテナの場合

99

*

卸コンテナ自動抽出
対象外識別

DCN an 1 C C -

Ａ：「船卸確認登録（一括）（ＰＫＩ）」業務で自動抽出
しない旨を登録する場合
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業務コード 内   容 

ＣＭＲ 出港前報告訂正 



4050-01-1 

１．業務概要 

出港前報告した情報に対するＢ／Ｌ＊１の追加、訂正及び削除を行う。 

（１）追加の場合 

「出港日時報告（ＡＴＤ）」業務が行われた出港前報告情報に対してＢ／Ｌの追加を行う。報告内容

に基づき審査選定処理を行う。 

また、船舶情報の訂正に伴う再報告も行うことができる。 

報告された情報は、入力された入港予定年月日より一定期間経過後、システムから削除される。 

（２）訂正及び削除の場合 

登録されている出港前報告情報に対するＢ／Ｌの訂正及び削除を行う。 

なお、船舶情報＊２及びＢ／Ｌは訂正不可である。 

ＡＴＤ業務が行われている場合は、「出港前報告審査終了・事前通知（ＣＤＮ）」業務によりＢ／Ｌ

にリスク分析結果の事前通知＊３が登録されている場合に限り実施可能となる。 

 

（＊１）Ｂ／Ｌの種類は以下のとおりとする。 

①「オーシャン（マスター）Ｂ／Ｌ」 

「出港前報告（ＡＭＲ）」業務または本業務（以下、「本業務等」という。）で登録され

るＢ／Ｌ。 

②「ハウスＢ／Ｌ」 

「出港前報告（ハウスＢ／Ｌ）（ＡＨＲ）」業務または「出港前報告訂正（ハウスＢ／

Ｌ）（ＣＨＲ）」業務（以下、「ＡＨＲ業務等」という。）でハウスＢ／Ｌとして登録さ

れるＢ／Ｌ。 

③「マスターＢ／Ｌ」 

オーシャン（マスター）Ｂ／Ｌのうち、ハウスＢ／Ｌと関連付けされているＢ／Ｌ、また

はマスターＢ／Ｌ識別に「Ｍ」を入力したＢ／Ｌ。 

（＊２）船舶情報とは、以下の５項目を指す。 

①船舶コード 

②航海番号 

③船会社コード 

④船積港コード 

⑤船積港枝番 

（＊３）リスク分析結果の事前通知とは、以下の４つのコードの通知を指す。 

①ＨＬＤ 

②ＤＮＬ 

③ＤＮＵ 

④ＳＰＤ 

 

２．入力者 

船会社、船舶代理店 

 

３．制限事項 

①１Ｂ／Ｌで指定可能なコンテナ番号は最大１００件とする。 

②１業務で入力可能なコンテナ番号は最大１００件とする。 
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４．入力条件 

（１）入力者チェック 

①システムに登録されている利用者であること。 

②入力者が船会社の場合は、入力された船会社コードに対する利用者であること。 

③入力者が船舶代理店の場合で、入力された船卸港が日本の港である場合は、船卸港において本船利

用船会社との受委託関係がシステムに登録されていること。 

（２）入力項目チェック 

（Ａ）単項目チェック 

「入力項目表」及び「オンライン業務共通設計書」参照。  

（Ｂ）項目間関連チェック 

「入力項目表」及び「オンライン業務共通設計書」参照。 

（３）船舶ＤＢチェック 

追加または訂正の場合で、積載船名または船舶国籍コードを入力しない場合は、入力された船舶コー

ドに対して「船舶基本情報登録（ＶＢＸ）」業務が行われていること。 

（４）出港前報告情報ＤＢチェック 

（Ａ）追加の場合 

（ａ）入力された船舶情報に対してＡＴＤ業務が行われていること。 

（ｂ）入力されたＢ／Ｌが登録されている場合は、以下のチェックを行う。 

①ハウスＢ／Ｌでないこと。 

②既に本業務等で登録済みのオーシャン（マスター）Ｂ／Ｌである場合は、以下の３点を満たす

こと。 

・仕出港コードが変更されていないこと。 

・船舶情報が変更されていること。 

・船卸許可申請中でないこと。 

（Ｂ）訂正の場合 

入力されたＢ／Ｌに対して以下のチェックを行う。 

①オーシャン（マスター）Ｂ／Ｌでること。 

②入力された船舶情報とＢ／Ｌに登録されている船舶情報が同一であること。 

③ＡＴＤ業務が行われている場合は、Ｂ／Ｌにリスク分析結果の事前通知が登録されていること。 

（Ｃ）削除の場合 

入力されたＢ／Ｌに対して以下のチェックを行う。 

①オーシャン（マスター）Ｂ／Ｌでること。 

②入力された船舶情報とＢ／Ｌに登録されている船舶情報が同一であること。 

③ＡＴＤ業務が行われている場合は、Ｂ／Ｌにリスク分析結果の事前通知が登録されていること。 

④船卸許可申請中でないこと。 

 

５．処理内容 

（１）入力チェック処理 

前述の入力条件に合致するかチェックし、合致した場合に処理結果コード「０００００－００００－

００００」を設定の上、以降の処理を行う。 

合致しなかった場合はエラーとし、「０００００－００００－００００」以外の処理結果コードを設

定の上、処理結果通知出力処理を行う｡（エラー内容については「処理結果コード一覧」を参照。） 

（２）重量比較判定処理 

マスターＢ／Ｌの追加または訂正の場合は、入力された総重量と、マスターＢ／Ｌに関連付けられた

ハウスＢ／Ｌの総重量の総計とで比較判定を行う。 
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（３）マスターＢ／ＬとハウスＢ／Ｌのマッチング判定処理 

入力された船舶情報に対してＡＴＤ業務が行われている場合は、入力されたＢ／Ｌに対して、本業務

等とＡＨＲ業務等の実施状況の判定を、以下の通り行う。 

また、ＡＨＲ業務等の実施状況については、マスターＢ／Ｌ単位にハウスＢ／Ｌの出港前報告が完了

した旨（以下、「ハウスＢ／Ｌ報告完了」という。）の判定も行う。 

 

項番 本業務等実施状況 ＡＨＲ業務等実施状況 ワーニング対象判定

1 未済 
済 

（ハウスＢ／Ｌ報告完了未済）
対象 

2 未済 
済 

（ハウスＢ／Ｌ報告完了済） 
対象 

3 済 未済 対象 

4 済 
済 

（ハウスＢ／Ｌ報告完了未済）
対象 

5 済 
済 

（ハウスＢ／Ｌ報告完了済） 
対象外 

 

（４）出港前報告情報不一致判定処理 

入力されたＢ／Ｌに対して、以下の判定を行う。 

（Ａ）報告時間不正判定 

ＡＴＤ業務が行われている場合は、システムに登録されている報告期限までに出港前報告がされて

いることを判定する。 

（Ｂ）ハウスＢ／Ｌ未登録判定 

マスターＢ／Ｌの場合は、マスターＢ／Ｌに関連付けられたハウスＢ／Ｌの登録状況を判定する。 

（Ｃ）マスターＢ／Ｌ未登録判定 

マスターＢ／Ｌの場合は、本業務等が行われていることを判定する。 

（Ｄ）船舶情報不一致判定 

マスターＢ／ＬにハウスＢ／Ｌが関連付けされている場合は、入力された船舶情報とハウスＢ／Ｌ

に登録されている船舶情報を比較し、異なる場合に不一致と判定する。 

 

○：判定対象

処理区分 

チェック項目 
追加 訂正 削除 

報告時間不正判定 ○   

ハウスＢ／Ｌ未登録判定 ○ ○  

マスターＢ／Ｌ未登録判定 ○  ○ 

船舶情報不一致判定 ○   

 

（５）審査選定処理 

追加または訂正の場合は、入力された情報に基づき審査選定を行う。 

（６）出港前報告情報ＤＢ処理 

（Ａ）追加の場合 

①入力された情報を登録する。 

②重量比較判定処理、マスターＢ／ＬとハウスＢ／Ｌのマッチング判定処理、出港前報告情報不一致

判定処理及び審査選定処理の結果を登録する。 

③入力された船舶情報に対する出港日時を登録する。 
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（Ｂ）訂正の場合 

①入力された情報を上書き登録する。 

②重量比較判定処理、マスターＢ／ＬとハウスＢ／Ｌのマッチング判定処理、出港前報告情報不一致

判定処理及び審査選定処理の結果を登録する。 

（Ｃ）削除の場合 

①マスターＢ／Ｌの場合で、ハウスＢ／Ｌが関連付けされている場合は、マスターＢ／Ｌとの関連付

けを取り消す。 

②マスターＢ／Ｌの場合で、ハウスＢ／Ｌが関連付けされていない場合は、削除表示を設定する。 

（７）貨物情報ＤＢ処理 

（Ａ）追加の場合 

入力されたＢ／Ｌに対して「積荷目録提出（ＤＭＦ）」業務が行われている場合は、出港前報告を

行った旨及び入力された船舶情報に対する出港日時を登録する。 

（Ｂ）削除の場合 

入力されたＢ／Ｌに対してＤＭＦ業務が行われている場合は、出港前報告を行った旨及び入力され

た船舶情報に対する出港日時を取消す。 

（８）出力情報出力処理 

後述の出力情報出力処理を行う。出力項目については「出力項目表」を参照。 

（９）注意喚起メッセージ出力処理 

マスターＢ／ＬとハウスＢ／Ｌのマッチング判定処理において、ワーニング対象と判定された場合

は、注意喚起メッセージとして処理結果通知に併せて出力する。 

 

６．出力情報 

情報名 出力条件 出力先 

処理結果通知 なし 入力者 

出港前報告情報  税関 

マスターＢ／Ｌ一覧情

報 

以下の条件をすべて満たすとき出力する 

（１）ＡＴＤ業務が行われている 

（２）ワーニング対象と判定された 

税関 

出港前報告不一致情報

（税関） 

以下の条件をすべて満たすとき出力する 

（１）ＡＴＤ業務が行われている 

（２）「出港前報告情報不一致判定処理」にお

いて、出力要と判定された 

税関 

出港前報告不一致情報

（民間） 

以下の条件をすべて満たすとき出力する 

（１）ＡＴＤ業務が行われている 

（２）「出港前報告情報不一致判定処理」にお

いて、出力要と判定された 

入力者 
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７．特記事項 

（１）Ｂ／Ｌの出港前報告日時について 

追加の場合は、本業務を行った日本時間における日時を、出港前報告日時とする。 

（２）船舶情報の訂正について 

既に本業務等で登録済みのＢ／Ｌである場合で、入力された船舶情報とＢ／Ｌに登録されている船舶

情報が異なる場合は、船舶情報の訂正に伴う再報告とみなして上書き登録を行う。マスターＢ／Ｌの

船舶情報等が変更になった場合でも、関連付けられたハウスＢ／Ｌの船舶情報等は更新されないた

め、ＣＨＲ業務で再登録を行う必要がある。 

（３）「積荷目録情報登録（一括）（ＭＦＩ）」業務を利用する場合の注意点 

ＭＦＩ業務は、本業務で登録された情報を元に「積荷目録情報登録（ＭＦＲ）」業務の自動起動を行

う。本業務とＭＦＲ業務とではチェック内容が異なるため、ＭＦＩ業務を利用する場合は「入力項目

表」の記載事項及び以下の点について注意が必要である。 

①以下の３点を満たさない場合は、ＭＦＩ業務対象外として出港前報告情報ＤＢに登録される。 

・コンテナオペレーション会社コードを入力していること。 

・船卸港コードに日本の港を入力していること。 

・コンテナ番号を入力した場合は、荷渡形態コード、バンニング形態コード及びコンテナ条約適用識

別を入力していること。 

②船舶コードが船舶ＤＢに登録されていない場合は、ＭＦＩ業務実施前にＶＢＸ業務で登録する必要

がある。 

③ＭＦＩ業務を実施した際は、品名は先頭７０桁が登録される。 

④ＭＦＩ業務を実施した際は、代表品目番号は先頭４桁が登録される。 

⑤本業務では、積荷目録管理ＤＢ、貨物情報ＤＢ、コンテナ情報ＤＢ及び包括保税運送ＤＢに対する

チェックを行っていない。 

⑥本業務では、ＭＦＲ業務における以下の制限チェックを行っていない。 

・１コンテナで指定可能なＢ／Ｌは最大１００件とする。 

・１船舶コードに対して本業務を行える利用船会社数は、最大２０件とする。 

・１船卸港コードに対して指定できるコンテナオペレーション会社数は、最大５件とする。 

・１船舶コードに対して登録可能なＢ／Ｌ及びコンテナ番号は、合計で最大９９９９件とする。 



1 出力共通項目
an 398 M

メールサブジェクトには以下の項目を出力
・Ｂ／Ｌ番号　３５桁

2 処理結果コード
an 75 M

処理結果コード システムで判定された処理結果コードを出力

3 Ｂ／Ｌ番号
an 35 C

入力されたＢ／Ｌ番号を出力

4 Ｂ／Ｌ不突合識別

an 1 C

以下のいずれかの条件を満たす場合に「１」を出力
①マスターＢ／Ｌ識別に「Ｍ」が入力されたにもかかわら
ず、ハウスＢ／Ｌが関連付けされていない
②マスターＢ／Ｌ識別が入力されていないにもかかわらず、
ハウスＢ／Ｌが関連付けされている

分
割

編集仕様

カ
ン
マ

出力条件/形式

条件

処理結果通知（＊ＳＣＭＲ）

コード
繰
2

￥
非
表
示

繰
1

属
性

桁

出力情報名(出力情報コード)

項番 欄 項目名

4050-05-1



1 入力共通項目
an 398 M

2 処理区分コード
KND an 1 M

９：登録
５：訂正

3 ＳＰコード
SPI an 16 C

サービスプロバイダーコードを入力

4 船舶コード
SEN an 9 M

コールサイン

5 航海番号
VOY an 10 M

6 船会社コード
SCA an 4 M

ＮＡＣＣＳ用船会社コードを入力

7 船積港コード
LPR an 5 M

国連ＬＯＣＯＤＥ

8 船積港枝番
LED an 1 C

9 出港年月日
DDT n 8 M

確定した出港年月日を現地時間またはグリニッジ標準時で
入力 ○

10 出港時分
DHM n 4 M

確定した出港時分を現地時間またはグリニッジ標準時で入
力 ○

11 グリニッジ標準時差
分

GTD an 5 M

（１）現地時間とグリニッジ標準時との差分を「正負記
号」＋「ＨＨＭＭ」形式で入力
（２）出港年月日および出港時分に、グリニッジ標準時を
入力する場合は、「０００００」を入力

12 緩和措置対象地域識
別 MMR an 1 C

Ｙ：出港前報告制度における緩和措置対象地域から出港す
る場合

業務名（業務コード）

項番 欄 項目名 ID

条件

出港日時報告（ＡＴＤ）

繰
1

属
性

桁 コード
繰
2

入力条件/形式

端末仕様（参考）

E
L

R
履
歴

P
M

既
定
値

4052-03-1



24年8月31日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４０５２．出港日時報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務コード 内   容 

ＡＴＤ 出港日時報告 
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１．業務概要 

出港前報告制度に基づき、本船利用船会社単位（共同運航の場合は、各本船利用船会社の自社単位）及び

船積港単位に出港日時＊１を報告する。 

また、出港日時の訂正も本業務で行う。 

本業務では、入力された船舶情報＊２と合致するＢ／Ｌ＊３を対象に処理を行う。 

本業務では、処理対象のＢ／Ｌを一定の処理単位に分割し、内部処理を行う。内部処理では、出港前報告

情報不一致判定及び出港日時の報告を併せて行う。 

 

（＊１）出港日時とは、以下の３項目を指す。 

①出港年月日 

②出港時分 

③グリニッジ標準時差分 

（＊２）船舶情報とは、以下の５項目を指す。 

①船舶コード 

②航海番号 

③船会社コード 

④船積港コード 

⑤船積港枝番 

（＊３）Ｂ／Ｌの種類は以下のとおりとする。 

①「オーシャン（マスター）Ｂ／Ｌ」 

「出港前報告（ＡＭＲ）」業務または「出港前報告訂正（ＣＭＲ）」業務（以下、「ＡＭＲ業

務等」という。）で登録されるＢ／Ｌ。 

②「ハウスＢ／Ｌ」 

「出港前報告（ハウスＢ／Ｌ）（ＡＨＲ）」業務または「出港前報告訂正（ハウスＢ／Ｌ）（Ｃ

ＨＲ）」業務（以下、「ＡＨＲ業務等」という。）でハウスＢ／Ｌとして登録されるＢ／Ｌ。 

③「マスターＢ／Ｌ」 

オーシャン（マスター）Ｂ／Ｌのうち、ハウスＢ／Ｌと関連付けされているＢ／Ｌ、またはマ

スターＢ／Ｌ識別に「Ｍ」を入力したＢ／Ｌ。 

 

２．入力者 

税関、船会社、船舶代理店 

 

３．制限事項 

なし 

 

４．入力条件 

ＡＴＤ業務の場合、以下のチェックを行う。 

（１）入力者チェック 

①システムに登録されている利用者であること。 

②入力者が船会社の場合は、入力された船会社コードに対する利用者であること。 

③入力者が船舶代理店の場合は、入力された船舶コードにおいて本船利用船会社との受委託関係がシス

テムに登録されていること。 
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（２）入力項目チェック 

（Ａ）単項目チェック 

「入力項目表」及び「オンライン業務共通設計書」参照。 

（Ｂ）項目間関連チェック 

「入力項目表」及び「オンライン業務共通設計書」参照。 

（３）出港前報告情報ＤＢチェック 

（Ａ）共通チェック 

①入力された船舶情報に対して、本業務による内部処理中でないこと。 

②抽出対象となるＢ／Ｌが存在すること。 

（Ｂ）登録の場合 

入力された船舶情報に対して本業務が行われていないこと。 

（Ｃ）訂正の場合 

①入力された船舶情報に対して本業務が行われていること。 

②入力された出港日時が前回報告した出港日時と異なること。 

 

５．処理内容 

（１）ＡＴＤ業務の場合 

（Ａ）入力チェック処理 

前述の入力条件に合致するかチェックし、合致した場合に処理結果コード「０００００－００００

－００００」を設定の上、以降の処理を行う。 

合致しなかった場合はエラーとし、「０００００－００００－００００」以外の処理結果コードを設

定の上、処理結果通知出力処理を行う｡（エラー内容については「処理結果コード一覧」を参照。） 

（Ｂ）処理対象Ｂ／Ｌ抽出処理 

入力された船舶情報が登録されているＢ／Ｌを抽出する。 

（Ｃ）マスターＢ／ＬとハウスＢ／Ｌのマッチング判定処理 

抽出したＢ／Ｌに対して、ＡＭＲ業務等及びＡＨＲ業務等の実施状況の判定を、以下の通り行う。 

また、ＡＨＲ業務等の実施状況については、マスターＢ／Ｌ単位にハウスＢ／Ｌの出港前報告が完

了した旨（以下、「ハウスＢ／Ｌ報告完了」という。）の判定も行う。 

 

項番 ＡＭＲ業務等実施状況 ＡＨＲ業務等実施状況 ワーニング対象判定

1 未済 
済 

（ハウスＢ／Ｌ報告完了未済）
対象 

2 未済 
済 

（ハウスＢ／Ｌ報告完了済） 
対象 

3 済 未済 対象 

4 済 
済 

（ハウスＢ／Ｌ報告完了未済）
対象 

5 済 
済 

（ハウスＢ／Ｌ報告完了済） 
対象外 

 

（Ｄ）出力情報出力処理 

後述の出力情報出力処理を行う。出力項目については「出力項目表」を参照。 

（Ｅ）内部処理起動処理 

抽出したＢ／Ｌを一定の処理単位に分割し、内部処理を行う。 
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（Ｆ）注意喚起メッセージ出力処理 

①内部処理を実施している旨を注意喚起メッセージとして処理結果通知に併せて出力する。 

②マスターＢ／ＬとハウスＢ／Ｌのマッチング判定処理において、ワーニング対象と判定されたマス

ターＢ／Ｌが存在した場合は、注意喚起メッセージとして処理結果通知に併せて出力する。 

（２）内部処理の場合 

処理対象Ｂ／Ｌに対して、以下の処理を行う。 

（Ａ）出港前報告情報不一致判定処理 

（ａ）報告時間不正判定 

システムに登録されている報告期限までに出港前報告がされていることを判定する。 

（ｂ）ハウスＢ／Ｌ未登録判定 

マスターＢ／Ｌの場合は、マスターＢ／Ｌに関連付けられたハウスＢ／Ｌの登録状況を判定する。 

（ｃ）マスターＢ／Ｌ未登録判定 

マスターＢ／Ｌの場合は、ＡＭＲ業務等が行われていることを判定する。 

（ｄ）船舶情報不一致判定 

ＡＭＲ業務等またはＡＨＲ業務等において、船舶情報不一致の旨が登録されていないことを判定

する。 

（Ｂ）出港前報告情報ＤＢ処理 

入力された出港日時を登録する。 

（Ｃ）貨物情報ＤＢ処理 

抽出対象Ｂ／Ｌに対して「積荷目録提出（ＤＭＦ）」業務が行われている場合は、入力された出港日

時を登録する。 

（Ｄ）出力情報出力処理 

後述の出力情報出力処理を行う。出力項目については「出力項目表」を参照。 
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６．出力情報 

（１）ＡＴＤ業務の場合 

情報名 出力条件 出力先 

処理結果通知 なし 入力者 

マスターＢ／Ｌ一覧情

報 

入力者が税関以外の場合 税関 

入力者が税関の場合 入力者 

（２）内部処理の場合 

情報名 出力条件 出力先 

出港前報告情報  税関 

出港前報告不一致情報

（税関） 

以下の条件をすべて満たすとき出力する 

（１）入力者が税関以外である 

（２）出力要と判定されたＢ／Ｌが存在する 

税関 

以下の条件をすべて満たすとき出力する 

（１）入力者が税関である 

（２）出力要と判定されたＢ／Ｌが存在する 

入力者 

出港前報告不一致情報

（民間） 

以下の条件をすべて満たすとき出力する 

（１）入力者が税関以外である 

（２）出力要と判定されたＢ／Ｌが存在する 

入力者 

 



1 出力共通項目

an 398 M

メールサブジェクトには以下の項目を出力
・船舶コード　９桁
・航海番号　１０桁
・船会社コード　４桁
・船積港コード＋船積港枝番　６桁

2 処理結果コード
an 75 M

処理結果コード システムで判定された処理結果コードを出力

3 船舶コード
an 9 C

コールサイン 入力された船舶コードを出力

4 航海番号
an 10 C

入力された航海番号を出力

5 船会社コード
an 4 C

入力された船会社コードを出力

6 船積港コード
an 5 C

国連ＬＯＣＯＤＥ 入力された船積港コードを出力

7 船積港枝番
an 1 C

入力された船積港枝番を出力

処理結果通知（＊ＳＡＴＤ） 編集仕様

コード
繰
2

出力条件/形式
カ
ン
マ

￥
非
表
示

分
割

出力情報名（出力情報コード）

項番 欄 項目名

条件
繰
1

属
性

桁
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1 入力共通項目
an 398 M

2 処理区分コード
KND an 1 M

９：新規登録、ハウスＢ／Ｌ報告完了前の追加

3 ＳＰコード
SPI an 16 C

サービスプロバイダーコードを入力

4 船舶コード

SEN an 9 M

コールサイン （１）バスケットコード（９９９９）は入力不可
（２）積載船名および船舶国籍コードを入力した場合は、
船舶ＤＢに登録されていない船舶コードを入力可

5 積載船名

SNM an 35 F

（１）船舶コードが船舶ＤＢに登録されていない場合は、
積載船名を必須入力
（２）船舶コードが船舶ＤＢに登録されている場合は、船
舶ＤＢに登録されている積載船名を優先する

6 船舶国籍コード

SNC an 2 F

国連ＬＯＣＯＤＥ
（国名２桁）

（１）船舶コードが船舶ＤＢに登録されていない場合は、
船舶国籍コードを必須入力
（２）船舶コードが船舶ＤＢに登録されている場合は、船
舶ＤＢに登録されている船舶国籍コードを優先する

7 航海番号
VOY an 10 M

8 船会社コード
SCA an 4 M

ＮＡＣＣＳ用船会社コードを入力

9 船積港コード

LPR an 5 M

国連ＬＯＣＯＤＥ （１）コンテナ貨物を日本向けに船積みした港を入力
（２）システムに登録されていない船積港コードを入力し
た場合は、システム内で３桁目から３文字分を「ＺＺＺ」
に変換（バスケットコードに変換）して処理を行う
（３）外国のコードとしてシステムに登録されていること

10 船積港名

LPN an 20 F

（１）船積港コードにバスケットコードを入力した場合
（船積港コードがバスケットコードに変換された場合を含
む）に必須入力
（２）船積港コードに対する船積港名がシステムに登録さ
れている場合は、システムに登録されている船積港名を優
先する

11 船積港枝番

LED an 1 C

（１）スペース入力可
（２）同一航海で同一港に複数回寄港する場合は船積港枝
番（１～９）を入力

12 マスターＢ／Ｌ番号 （１）先頭４桁は、ＮＡＣＣＳ用船会社コードであること

属
性

桁

業務名（業務コード）

項番 欄

端末仕様（参考）

既
定
値

P
M

履
歴

項目名 ID

条件

出港前報告（ハウスＢ／Ｌ）（ＡＨＲ）

繰
1

コード
繰
2

入力条件/形式
E
L

R

OBL an 35 M

（２）船会社コードが３桁の場合は、４桁目に｢－(ハイフ
ン)｣を入力すること
（３）５桁以上であること
（４）カンマ入力がないこと
（５）システムで定められた桁数以内であること

13 ハウスＢ／Ｌ報告完
了識別 HBE an 1 C

マスターＢ／Ｌに関連するハウスＢ／Ｌの報告が全て完了
した場合は「Ｅ」を入力

14 ハウスＢ／Ｌ番号

CBL an 35 C

（１）先頭４桁は、ハウス貨物用として使用可能なコード
であること
（２）５桁以上であること
（３）カンマ入力がないこと
（４）システムで定められた桁数以内であること
（５）ハウスＢ／Ｌ報告完了識別に入力がない場合は、必
須入力

15 出港予定年月日
DDT n 8 C

出港予定年月日を現地時間またはグリニッジ標準時で入力
○

16 出港予定時分
DHM n 4 M

出港予定時分を現地時間またはグリニッジ標準時で入力
○

17 グリニッジ標準時差
分

GTD an 5 M

（１）現地時間とグリニッジ標準時との差分を「正負記
号」＋「ＨＨＭＭ」形式で入力
（２）出港予定年月日および出港予定時分に、グリニッジ
標準時を入力する場合は、「０００００」を入力

18 緩和措置対象地域識
別 MMR an 1 C

Ｙ：出港前報告制度における緩和措置対象地域から出港す
る場合

19 通知先コード
CA_ an 5 3 C

利用者コード 出港前報告に係る税関からのリスク分析結果の事前通知を
他の利用者にも送付したい場合は、当該利用者の利用者
コードを入力

20 船卸港コード

DPR an 5 M

国連ＬＯＣＯＤＥ （１）船卸港（仮陸揚を行う場合は仮陸揚港）をコードで
入力
（２）日本の港を入力した場合は、外航船舶用としてシス
テムに登録されていること
（３）通過貨物の場合は、外国のコードを入力
（４）システムに登録されていない船卸港コードを入力し
た場合は、システム内で３桁目から３文字分を「ＺＺＺ」
に変換（バスケットコードに変換）して処理を行う

21 入港予定年月日

IDT n 8 M

（１）下記の範囲内のみ入力可
システム日≦入港予定年月日
（２）日本時間で入力
（３）通過貨物の場合は、日本に寄港する日本時間を入力

○

22 仕出港コード

EPR an 5 M

国連ＬＯＣＯＤＥ （１）コンテナ貨物を最初に船積みした港を入力
（２）システムに登録されていない仕出港コードを入力し
た場合は、システム内で３桁目から３文字分を「ＺＺＺ」
に変換（バスケットコードに変換）して処理を行う
（３）外国のコードとしてシステムに登録されていること（３）外国のコ ドとしてシステムに登録されていること
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属
性

桁

業務名（業務コード）

項番 欄

端末仕様（参考）

既
定
値

P
M

履
歴

項目名 ID

条件

出港前報告（ハウスＢ／Ｌ）（ＡＨＲ）

繰
1

コード
繰
2

入力条件/形式
E
L

R

23 仕出港名

EPN an 20 F

（１）仕出港コードにバスケットコードを入力した場合
（仕出港コードがバスケットコードに変換された場合を含
む）に必須入力
（２）仕出港コードに対する仕出港名がシステムに登録さ
れている場合は、システムに登録されている仕出港名を優
先する

24 荷渡地コード

DLP an 5 M

国連ＬＯＣＯＤＥ （１）仮陸揚貨物の場合は船卸港コードと同一でないこと
（２）システムに登録されていない荷渡地コードを入力し
た場合は、システム内で３桁目から３文字分を「ＺＺＺ」
に変換（バスケットコードに変換）して処理を行う
（３）荷渡地コードがバスケットコードに変換された場合
は、変換後のバスケットコードが、外国のコードとしてシ
ステムに登録されていること

25 荷渡地名

DLN an 20 F

（１）荷渡地コードにバスケットコードを入力した場合
（荷渡地コードがバスケットコードに変換された場合を含
む）に必須入力
（２）荷渡地コードに対する荷渡地名がシステムに登録さ
れている場合は、システムに登録されている荷渡地名を優
先する

26 最終仕向地コード

DST an 5 C

国連ＬＯＣＯＤＥ （１）システムに登録されていない最終仕向地コードを入
力した場合は、システム内で３桁目から３文字分を「ＺＺ
Ｚ」に変換（バスケットコードに変換）して処理を行う
（２）最終仕向地コードがバスケットコードに変換された
場合は、変換後のバスケットコードが、外国のコードとし
てシステムに登録されていること

27 最終仕向地名

DSN an 20 F

（１）最終仕向地コードにバスケットコードを入力した場
合（最終仕向地コードがバスケットコードに変換された場
合を含む）に必須入力
（２）最終仕向地コードに対する最終仕向地名がシステム
に登録されている場合は、システムに登録されている最終
仕向地名を優先する

28 荷送人コード

SHS an 12 C

輸出入者コード （１）荷送人をコードで入力
（２）先頭８桁で入力した場合は、システムで後４桁に
「００００」を補完する
（３）荷送人が無符号である場合は入力不要

29 荷送人名

SHN an 70 F

（１）荷送人が無符号である場合は荷送人名を必須入力
（２）荷送人コードを入力した場合は、荷送人コードに対
してシステムに登録されている荷送人名を優先する

30 荷送人住所（連続入 （１）荷送人が無符号である場合は荷送人の住所を入力
力）

SHA an 105 C

（２）分割された荷送人住所欄に入力がある場合は、入力
不可
（３）荷送人住所、荷送人電話番号を分離入力できない場
合は、本項目にまとめて入力

31 荷送人住所１／４
（Street and
number/P.O.Box）

SH1 an 70 C

（１）荷送人が無符号である場合は荷送人住所１／４
（Street and number/P.O.Box）を入力
（２）荷送人コードを入力した場合は、荷送人コードに対
してシステムに登録されている荷送人住所１／４（Street
and number/P.O.Box）を優先する
（３）荷送人住所（連続入力）に入力がある場合は、入力
不可
（４）荷送人住所１／４（Street and number/P.O.Box）
を入力した場合は、荷送人住所２／４（Street and
number/P.O.Box）及び荷送人住所３／４（City name）を
必須入力

32 荷送人住所２／４
（Street and
number/P.O.Box）

SH2 an 35 C

（１）荷送人が無符号である場合は荷送人住所２／４
（Street and number/P.O.Box）を入力
（２）荷送人コードを入力した場合は、荷送人コードに対
してシステムに登録されている荷送人住所２／４（Street
and number/P.O.Box）を優先する
（３）荷送人住所（連続入力）に入力がある場合は、入力
不可
（４）荷送人住所２／４（Street and number/P.O.Box）
を入力した場合は、荷送人住所１／４（Street and
number/P.O.Box）及び荷送人住所３／４（City name）を
必須入力

33 荷送人住所３／４
（City name）

SH3 an 35 C

（１）荷送人が無符号である場合は荷送人住所３／４
（City name）を入力
（２）荷送人コードを入力した場合は、荷送人コードに対
してシステムに登録されている荷送人住所３／４（City
name）を優先する
（３）荷送人住所（連続入力）に入力がある場合は、入力
不可
（４）荷送人住所３／４（City name）を入力した場合
は、荷送人住所１／４（Street and number/P.O.Box）及
び荷送人住所２／４（Street and number/P.O.Box）を必
須入力

34 荷送人住所４／４
（Country sub-
entity, name）

SH4 an 35 C

（１）荷送人が無符号である場合は荷送人住所４／４
（Country sub-entity, name）を入力
（２）荷送人コードを入力した場合は、荷送人コードに対
してシステムに登録されている荷送人住所４／４
（Country sub-entity, name）を優先する
（３）荷送人住所（連続入力）に入力がある場合は、入力
不可

35 荷送人郵便番号
（Postcode
identification）

SHP an 9 C

（１）荷送人が無符号である場合は荷送人郵便番号
（Postcode identification）を入力
（２）荷送人コードを入力した場合は、荷送人コードに対
してシステムに登録されている荷送人郵便番号（Postcode
identification）を優先するidentification）を優先する
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属
性

桁

業務名（業務コード）

項番 欄

端末仕様（参考）

既
定
値

P
M

履
歴

項目名 ID

条件

出港前報告（ハウスＢ／Ｌ）（ＡＨＲ）

繰
1

コード
繰
2

入力条件/形式
E
L

R

36 荷送人国名コード
（Country, coded）

SHC an 2 F

国連ＬＯＣＯＤＥ
（国名２桁）

（１）荷送人が無符号である場合は荷送人国名をコードで
必須入力
（２）荷送人コードを入力した場合は、荷送人コードに対
してシステムに登録されている荷送人国名コード
（Country, coded）を優先する

37 荷送人電話番号

SHT an 14 C

荷送人コードに対する荷送人電話番号がシステムに登録さ
れている場合は、システムに登録されている荷送人電話番
号を優先する

38 荷受人コード

CNS an 12 C

輸出入者コード （１）荷受人をコードで入力
（２）先頭８桁で入力した場合は、システムで後４桁に
「００００」を補完する
（３）荷受人が無符号の場合は入力不要

39 荷受人名

CNN an 70 F

（１）荷受人が無符号である場合は荷受人名を必須入力
（２）荷受人コードを入力した場合は、荷受人コードに対
してシステムに登録されている荷受人名を優先する

40 荷受人住所（連続入
力）

CNA an 105 C

（１）荷受人が無符号である場合は荷受人の住所を入力
（２）分割された荷受人住所欄に入力がある場合は、入力
不可
（３）荷受人住所、荷受人電話番号を分離入力できない場
合は、本項目にまとめて入力
（４）荷受人名に「ＴＯ　ＯＲＤＥＲ」が入力されている
場合は、「ＴＯ　ＯＲＤＥＲ」を入力

41 荷受人住所１／４
（Street and
number/P.O.Box）

CN1 an 70 C

（１）荷受人が無符号である場合は荷受人住所１／４
（Street and number/P.O.Box）を入力
（２）荷受人コードを入力した場合は、荷受人コードに対
してシステムに登録されている荷受人住所１／４（Street
and number/P.O.Box）を優先する
（３）荷受人住所（連続入力）に入力がある場合は、入力
不可
（４）荷受人住所１／４（Street and number/P.O.Box）
を入力した場合は、荷受人住所２／４（Street and
number/P.O.Box）及び荷受人住所３／４（City name）を
必須入力

42 荷受人住所２／４
（Street and
number/P.O.Box）

CN2 an 35 C

（１）荷受人が無符号である場合は荷受人住所２／４
（Street and number/P.O.Box）を入力
（２）荷受人コードを入力した場合は、荷受人コードに対
してシステムに登録されている荷受人住所２／４（Street
and number/P.O.Box）を優先する
（３）荷受人住所（連続入力）に入力がある場合は、入力
不可
（４）荷受人住所２／４（Street and number/P.O.Box）（ ）荷受人住所 ／ （ / ）
を入力した場合は、荷受人住所１／４（Street and
number/P.O.Box）及び荷受人住所３／４（City name）を
必須入力

43 荷受人住所３／４
（City name）

CN3 an 35 C

（１）荷受人が無符号である場合は荷受人住所３／４
（City name）を入力
（２）荷受人コードを入力した場合は、荷受人コードに対
してシステムに登録されている荷受人住所３／４（City
name）を優先する
（３）荷受人住所（連続入力）に入力がある場合は、入力
不可
（４）荷受人住所３／４（City name）を入力した場合
は、荷受人住所１／４（Street and number/P.O.Box）及
び荷受人住所２／４（Street and number/P.O.Box）を必
須入力

44 荷受人住所４／４
（Country sub-
entity, name）

CN4 an 35 C

（１）荷受人が無符号である場合は荷受人住所４／４
（Country sub-entity, name）を入力
（２）荷受人コードを入力した場合は、荷受人コードに対
してシステムに登録されている荷受人住所４／４
（Country sub-entity, name）を優先する
（３）荷受人住所（連続入力）に入力がある場合は、入力
不可

45 荷受人郵便番号
（Postcode
identification）

CNP an 9 C

（１）荷受人が無符号である場合は荷受人郵便番号
（Postcode identification）を入力
（２）荷受人コードを入力した場合は、荷受人コードに対
してシステムに登録されている荷受人郵便番号（Postcode
identification）を優先する

46 荷受人国名コード
（Country, coded）

CNC an 2 F

国連ＬＯＣＯＤＥ
（国名２桁）

（１）荷受人が無符号である場合は荷受人国名をコードで
必須入力
（２）荷受人コードを入力した場合は、荷受人コードに対
してシステムに登録されている荷受人国名コード
（Country, coded）を優先する
（３）荷受人名に「ＴＯ　ＯＲＤＥＲ」が入力されている
場合は、着荷通知先国名コード（Country, coded）に入力
されている国名コードを入力

47 荷受人電話番号

CTL an 14 C

荷受人コードに対する荷受人電話番号がシステムに登録さ
れている場合は、システムに登録されている荷受人電話番
号を優先する

48 着荷通知先コード

NS_ an 12 2 C

輸出入者コード （１）着荷通知先をコードで入力
（２）先頭８桁で入力した場合は、システムで後４桁に
「００００」を補完する
（３）着荷通知先が無符号の場合は入力不要

49 着荷通知先名

NN_ an 70 * C

（１）着荷通知先が無符号の場合は入力
（２）着荷通知先コードまたは着荷通知先名の１欄目は必
須入力
（３）着荷通知先コードを入力した場合は、着荷通知先
コードに対してシステムに登録されている着荷通知先名を
優先する優先する
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50 着荷通知先住所（連
続入力）

NA_ an 105 * C

（１）着荷通知先が無符号である場合は着荷通知先の住所
を入力
（２）分割された着荷通知先住所欄に入力がある場合は、
入力不可
（３）着荷通知先住所、着荷通知先電話番号を分離入力で
きない場合は、本項目にまとめて入力

51 着荷通知先住所１／
４（Street and
number/P.O.Box）

NE_ an 70 * C

（１）着荷通知先が無符号である場合は着荷通知先住所１
／４（Street and number/P.O.Box）を入力
（２）着荷通知先コードを入力した場合は、着荷通知先
コードに対してシステムに登録されている着荷通知先住所
１／４（Street and number/P.O.Box）を優先する
（３）着荷通知先住所（連続入力）に入力がある場合は、
入力不可
（４）着荷通知先住所１／４（Street and
number/P.O.Box）を入力した場合は、着荷通知先住所２／
４（Street and number/P.O.Box）及び着荷通知先住所３
／４（City name）を必須入力

52 着荷通知先住所２／
４（Street and
number/P.O.Box）

NF_ an 35 * C

（１）着荷通知先が無符号である場合は着荷通知先住所２
／４（Street and number/P.O.Box）を入力
（２）着荷通知先コードを入力した場合は、着荷通知先
コードに対してシステムに登録されている着荷通知先住所
２／４（Street and number/P.O.Box）を優先する
（３）着荷通知先住所（連続入力）に入力がある場合は、
入力不可
（４）着荷通知先住所２／４（Street and
number/P.O.Box）を入力した場合は、着荷通知先住所１／
４（Street and number/P.O.Box）及び着荷通知先住所３
／４（City name）を必須入力

53 着荷通知先住所３／
４（City name）

NG_ an 35 * C

（１）着荷通知先が無符号である場合は着荷通知先住所３
／４（City name）を入力
（２）着荷通知先コードを入力した場合は、着荷通知先
コードに対してシステムに登録されている着荷通知先住所
３／４（City name）を優先する
（３）着荷通知先住所（連続入力）に入力がある場合は、
入力不可
（４）着荷通知先住所３／４（City name）を入力した場
合は、着荷通知先住所１／４（Street and
number/P.O.Box）及び着荷通知先住所２／４（Street and
number/P.O.Box）を必須入力

54 着荷通知先住所４／
４（Country sub-
entity, name）

NH an 35 * C

（１）着荷通知先が無符号である場合は着荷通知先住所４
／４（Country sub-entity, name）を入力
（２）着荷通知先コードを入力した場合は、着荷通知先
コードに対してシステムに登録されている住所４／４NH_ an 35 * C ドに対してシ テ に登録されて る住所 ／
（Country sub-entity, name）を優先する
（３）着荷通知先住所（連続入力）に入力がある場合は、
入力不可

55 着荷通知先郵便番号
（Postcode
identification）

NP_ an 9 * C

（１）着荷通知先が無符号である場合は着荷通知先郵便番
号（Postcode identification）を入力
（２）着荷通知先コードを入力した場合は、着荷通知先
コードに対してシステムに登録されている着荷通知先郵便
番号（Postcode identification）を優先する

56 着荷通知先国名コー
ド（Country,
coded）

NC_ an 2 * C

国連ＬＯＣＯＤＥ
（国名２桁）

（１）着荷通知先が無符号である場合は着荷通知先国名を
コードで入力
（２）着荷通知先コードを入力した場合は、着荷通知先
コードに対してシステムに登録されている着荷通知先国名
コード（Country, coded）を優先する

57 着荷通知先電話番号

NL_ an 14 * C

着荷通知先コードに対する着荷通知先電話番号がシステム
に登録されている場合は、システムに登録されている着荷
通知先電話番号を優先する

58 品名

CMD an 350 M

（１）積荷内容が容易に特定できるよう具体的かつ詳細な
品名を入力
（２）積荷内容が容易に特定できない表現の品名は入力不
可（例えば、「PARTS」は不可で、「MOTORCYCLE PARTS」
は可）

59 代表品目番号

HSN an 6 M

ＨＳコード
（６桁）

（１）複数の品目がある場合には、代表品目のＨＳコード
６桁を入力
（２）システムに登録されていること

60 記号番号
MRK an 140 M

61 個数
PCS n 8 M

（１）小数点以下は入力不可
（２）個数の表現できない貨物については「１」を入力 ○

62 個数単位コード

PUT an 3 M

包装種類コード
（ＵＮ／ＥＣＥ勧
告第２１号・英
字）

63 総重量
GWT n 10 M

整数部６桁、小数部３桁
○

64 重量単位コード

WU1 an 3 M

数量単位コード
（ＵＮ／ＥＣＥ勧
告第２０号・英
字）

ＫＧＭ：キログラム
ＴＮＥ：メトリックトン
ＬＢＲ：ポンド ○

65 ネット重量
NWT n 10 C

整数部６桁、小数部３桁
○

66 重量単位コード 数量単位コード ＫＧＭ：キログラム66 重量単位コ ド

WU2 an 3 M

数量単位コ ド
（ＵＮ／ＥＣＥ勧
告第２０号・英
字）

ＫＧＭ：キログラム
ＴＮＥ：メトリックトン
ＬＢＲ：ポンド ○
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67 容積
VOL n 10 M

整数部６桁、小数部３桁
○

68 容積単位コード

VUT an 3 M

数量単位コード
（ＵＮ／ＥＣＥ勧
告第２０号・英
字）

ＭＴＱ：立方メートル
ＦＴＱ：立方フート
ＢＦＴ：フートボードメジュアー（木材） ○

69 原産国コード
ORG an 2 C

国連ＬＯＣＯＤＥ
（国名２桁）

70 危険貨物等コード
SPC an 3 C

危険貨物等コード 特殊貨物の場合にその種類をコードで入力

71 ＩＭＤＧクラス
DIC an 4 C

国際海上危険物規則（ＩＭＤＧ　ｃｏｄｅ）における危険
物の分類（クラス）を入力

72 ＵＮ　Ｎｏ．
DUN an 4 M

（１）国際連合危険物輸送勧告における国連番号を入力
（２）「００００」～「９９９９」の範囲で入力

73 海上運賃（フレー
ト）

FRT n 18 C

（１）海上運賃通貨種別コードが「ＪＰＹ」以外の場合
は、小数点以下第２位まで入力可
（２）海上運賃通貨種別コードが「ＪＰＹ」の場合は、小
数点以下入力不可

○

74 海上運賃通貨種別
コード

FRC an 3 M

通貨コード
（ＩＳＯ４２１
７・英字）

75 価格

PRS n 18 C

（１）仮陸揚貨物保税運送を行う場合に価格を入力
（２）価格通貨種別コードが「ＪＰＹ」以外の場合は、小
数点以下第２位まで入力可
（３）価格通貨種別コードが「ＪＰＹ」の場合は、小数点
以下入力不可

○

76 価格通貨種別コード

PRT an 3 M

通貨コード
（ＩＳＯ４２１
７・英字）

77 仮陸揚識別

KRR an 3 C

ＵＮ／ＥＤＩＦＡ
ＣＴコード
（７３６５）

２８：仮陸揚貨物

○

78 仮陸揚事由コード
KRS an 3 M

仮陸揚事由コード ＴＲＴ：他の外国貿易船（機）への積換え（運送有り）
ＲＥＶ：コンテナ詰め替え ○

79 仮陸揚期間 （１）船卸開始年月日を起算日として日数で入力

PRD n 2 M
（２）システムに登録されている期間内であること
（３）０以外の数字であること

○

80 運送期間開始予定日

SDT n 8 C

（１）仮陸揚貨物の保税運送を行う場合に運送期間開始予
定日を必須入力
（２）システム年月日≦運送開始予定日であること
（３）日本時間で入力

○

81 運送期間終了予定日

EDT n 8 C

（１）仮陸揚貨物の保税運送を行う場合で運送期間終了予
定日を申告する場合に入力
（２）運送期間開始予定日≦運送期間終了予定日であるこ
と
（３）日本時間で入力

○

82 仮陸揚貨物保税運送
の運送具コード

BYA an 2 C

ＵＮ／ＥＤＩＦＡ
ＣＴコード
（８１７９）

仮陸揚貨物の保税運送を行う場合に運送具をコードで必須
入力
６△：ＡＩＲＣＲＡＦＴ
１１：ＳＨＩＰ
１６：ＢＡＲＧＥ
２５：ＲＡＩＬ ＥＸＰＲＥＳＳ
３１：ＴＲＵＣＫ
１７：ＯＴＨＥＲ

○

83 到着地コード
ARR an 5 C

保税地域コード 仮陸揚貨物保税運送を行う場合に到着地をコードで必須入
力

84 到着地名
ARN an 35 C

到着地コードに係る到着地名がシステムに登録されていな
い場合に到着地名を必須入力

85 他法令コード
OR_ an 2 5 C

他法令コード 仮陸揚貨物保税運送であり、かつ他法令該当の貨物である
場合に入力

86 記事
NTE an 140 C

87 社内整理番号
REF an 20 C

88
100

コンテナ番号
CNO an 12 M

左詰めで入力

89
*

シール番号
SL_ an 15 6 M

シールがない場合は、１欄目に「ＮＯ ＳＥＡＬ」を入力

90

*

空／実入りコンテナ
表示

EFS an 3 M

ＵＮ／ＥＤＩＦＡ
ＣＴコード
（８１６９）

「４」は入力不可
５：Full
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91

*

コンテナサイズコー
ド

SIZ an 2 M

１桁目：コンテナ長さコード
２桁目：コンテナ高さコード

コンテナ長さコード（コード：コンテナ長さ［ｆｔ］）
１：１０’
２：２０’
４：４０’
９：その他

コンテナ高さコード（コード：コンテナ高さ［ｆｔ］［ｉ
ｎ］）
０：　８’
２：　８’６”
４：　９’
５：　９’６”
６：＞９’６”
８：　４’３”
９：≦４’（その他の高さについては本コードを使用）

92

*

コンテナタイプコー
ド

TYP an 2 M

ＧＰ：ドライコンテナ
ＲＴ：冷凍コンテナ
ＵＴ：オープントップコンテナ
ＰＦ：フラットラックコンテナ
ＰＬ：プラットフォームコンテナ
ＴＮ：タンクコンテナ
ＳＮ：その他のコンテナ

93

*

コンテナ所有形態
コード

COW an 3 M

ＵＮ／ＥＤＩＦＡ
ＣＴコード
（８０７７）

１：Shipper supplied
２：Carrier supplied
３：Consolidator supplied
４：Deconsolidator supplied
５：Third party supplied
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１．業務概要 

出港前報告制度に基づき、船舶情報＊１、関連付けするマスターＢ／Ｌ＊２、ハウスＢ／Ｌ及びコンテナ情

報等を報告する。報告内容に基づき審査選定処理を行う。 

また、マスターＢ／Ｌ単位にハウスＢ／Ｌの出港前報告が完了した旨（以下、「ハウスＢ／Ｌ報告完了」

という。）の登録も行う。既にマスターＢ／ＬにハウスＢ／Ｌが関連付けられている場合は、ハウスＢ／

Ｌの登録を省略し、ハウスＢ／Ｌ報告完了の登録のみを行うこともできる。 

なお、本業務で報告された情報の訂正及び削除は、「出港前報告訂正（ハウスＢ／Ｌ）（ＣＨＲ）」業務

で行う。 

ただし、マスターＢ／Ｌの船舶情報が訂正された場合は、本業務でハウスＢ／Ｌの船舶情報を訂正して再

報告を行う。 

報告された情報は、入力された入港予定年月日より一定期間経過後、システムから削除される。 

 

（＊１）船舶情報とは、以下の５項目を指す。 

①船舶コード 

②航海番号 

③船会社コード 

④船積港コード 

⑤船積港枝番 

（＊２）Ｂ／Ｌの種類は以下のとおりとする。 

①「オーシャン（マスター）Ｂ／Ｌ」 

「出港前報告（ＡＭＲ）」業務または「出港前報告訂正（ＣＭＲ）」業務（以下、「ＡＭＲ業

務等」という。）で登録されるＢ／Ｌ。 

②「ハウスＢ／Ｌ」 

本業務またはＣＨＲ業務（以下、「本業務等」という。）でハウスＢ／Ｌとして登録されるＢ

／Ｌ。 

③「マスターＢ／Ｌ」 

オーシャン（マスター）Ｂ／Ｌのうち、ハウスＢ／Ｌと関連付けされているＢ／Ｌ、またはマ

スターＢ／Ｌ識別に「Ｍ」を入力したＢ／Ｌ。 

 

２．入力者 

船会社、船舶代理店、ＮＶＯＣＣ 

 

３．制限事項 

①１マスターＢ／Ｌに対して関連付け可能なハウスＢ／Ｌは最大９９件とする。 

②１ハウスＢ／Ｌで指定可能なコンテナ番号は最大１００件とする。 

③１業務で入力可能なコンテナ番号は最大１００件とする。 

 

４．入力条件 

（１）入力者チェック 

①システムに登録されている利用者であること。 

②入力者が船会社の場合は、入力された船会社コードに対する利用者であること。 

③入力者が船舶代理店の場合で、入力された船卸港が日本の港である場合は、船卸港において本船利

用船会社との受委託関係がシステムに登録されていること。 
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（２）入力項目チェック 

（Ａ）単項目チェック 

「入力項目表」及び「オンライン業務共通設計書」参照。 

（Ｂ）項目間関連チェック 

「入力項目表」及び「オンライン業務共通設計書」参照。 

（３）船舶ＤＢチェック 

積載船名または船舶国籍コードを入力しない場合は、入力された船舶コードに対して「船舶基本情報

登録（ＶＢＸ）」業務が行われていること。 

（４）出港前報告情報ＤＢチェック 

（Ａ）マスターＢ／Ｌチェック 

入力されたマスターＢ／Ｌが登録されている場合は、以下のチェックを行う。 

①ハウスＢ／Ｌでないこと。 

②ハウスＢ／Ｌ報告完了の登録がされていないこと。ただし、ハウスＢ／Ｌの船舶情報の訂正に伴う

再報告の場合を除く。 

③ハウスＢ／Ｌ報告完了のみを登録する場合は、既にハウスＢ／Ｌと関連付けされていること。 

（Ｂ）ハウスＢ／Ｌチェック 

（ａ）出港日時報告チェック 

入力された船舶情報に対して「出港日時報告（ＡＴＤ）」業務が行われていないこと。 

（ｂ）Ｂ／Ｌチェック 

入力されたハウスＢ／Ｌが登録されている場合は、以下のチェックを行う。 

①オーシャン（マスター）Ｂ／Ｌでないこと。 

②既に本業務等で登録済みのハウスＢ／Ｌである場合は、以下の２点を満たすこと。 

・仕出港コードが変更されていないこと。 

・船舶情報が変更されていること。 

 

５．処理内容 

（１）入力チェック処理 

前述の入力条件に合致するかチェックし、合致した場合に処理結果コード「０００００－００００－

００００」を設定の上、以降の処理を行う。 

合致しなかった場合はエラーとし、「０００００－００００－００００」以外の処理結果コードを設

定の上、処理結果通知出力処理を行う｡（エラー内容については「処理結果コード一覧」を参照。） 

（２）ハウスＢ／Ｌ重量総計計上処理 

入力された総重量を、マスターＢ／Ｌに登録されているハウスＢ／Ｌ重量総計に加算する。 

（３）重量比較判定処理 

マスターＢ／Ｌに対してＡＭＲ業務等が行われている場合は、マスターＢ／Ｌの総重量と前述５．

（２）で計上したハウスＢ／Ｌ重量総計とで比較判定を行う。 

（４）船舶情報不一致判定処理 

マスターＢ／Ｌに対してＡＭＲ業務等が行われている場合は、入力された船舶情報とマスターＢ／Ｌ

に登録されている船舶情報を比較し、異なる場合に不一致と判定する。 

（５）審査選定処理 

入力された情報に基づき審査選定を行う。 
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（６）出港前報告情報ＤＢ処理 

（Ａ）マスターＢ／Ｌ処理 

（ａ）登録処理 

入力されたマスターＢ／Ｌに対して以下の処理を行う。 

①ハウスＢ／Ｌの入力がある場合は、関連付けられたハウスＢ／Ｌの件数を、１件加算する。 

②ハウスＢ／Ｌの船舶情報の訂正の場合で、マスターＢ／ＬにハウスＢ／Ｌ報告完了の登録がさ

れている場合は、その旨を取り消す。 

③ハウスＢ／Ｌ報告完了の入力がある場合は、その旨を登録する。 

④ハウスＢ／Ｌ重量総計計上処理、重量比較判定処理及び船舶情報不一致判定処理の結果を登録

する。 

（ｂ）削除処理 

マスターＢ／Ｌが変更された場合は、変更前のマスターＢ／Ｌに対して以下の処理を行う。 

①関連付けられたハウスＢ／Ｌの件数を、１件減算する。 

②ハウスＢ／Ｌ重量総計計上処理、重量比較判定処理及び船舶情報不一致判定処理の結果を登録

する。 

③関連付けられたハウスＢ／Ｌの件数が０件となった場合で、ＡＭＲ業務等が行われていない場

合は、削除表示を設定する。 

（Ｂ）ハウスＢ／Ｌ処理 

入力されたハウスＢ／Ｌに対して以下の処理を行う。 

（ａ）通常の登録の場合 

①入力された情報を登録する。 

②マスターＢ／ＬとハウスＢ／Ｌを関連付けた旨を登録する。 

③審査選定処理の結果を登録する。 

（ｂ）船舶情報の訂正の場合 

①入力された情報を上書き登録する。 

②ＡＴＤ業務が行われている場合は、その旨を取り消す。 

③マスターＢ／ＬとハウスＢ／Ｌを関連付けた旨を登録する。 

④審査選定処理の結果を登録する。 

（７）出力情報出力処理 

後述の出力情報出力処理を行う。出力項目については「出力項目表」を参照。 

 

６．出力情報 

情報名 出力条件 出力先 

処理結果通知 なし 入力者 

出港前報告情報 ハウスＢ／Ｌに係る情報 税関 

出港前報告情報 マスターＢ／Ｌに係る情報 税関 

 

７．特記事項 

（１）ハウスＢ／Ｌの出港前報告日時について 

本業務を行った日本時間における日時を、出港前報告日時とする。 

（２）船舶情報の訂正について 

既に本業務等で登録済みのハウスＢ／Ｌに対して、再度本業務を行った場合は、船舶情報の訂正に伴

う再報告とみなして上書き登録を行う。同時に、マスターＢ／Ｌに対するハウスＢ／Ｌ報告完了の登

録がされている場合はその旨を取り消すため、再度ハウスＢ／Ｌ報告完了の登録が必要である。 



1 出力共通項目

an 398 M

メールサブジェクトには以下の項目を出力
（１）ハウスＢ／Ｌ番号が入力された場合
・ハウスＢ／Ｌ番号　３５桁
（２）ハウスＢ／Ｌ番号が入力されていない場合
・マスターＢ／Ｌ番号　３５桁

2 処理結果コード
an 75 M

処理結果コード システムで判定された処理結果コードを出力

3 マスターＢ／Ｌ番号
an 35 C

入力されたマスターＢ／Ｌ番号を出力

4 ハウスＢ／Ｌ番号
an 35 C

入力されたハウスＢ／Ｌ番号を出力

5 Ｂ／Ｌ不突合識別

an 1 C

ハウスＢ／Ｌが入力された場合で、入力されたマスターＢ／
Ｌが以下のいずれかの条件を満たす場合に「１」を出力
①マスターＢ／Ｌ識別に「Ｍ」が入力されていないＢ／Ｌ
②ＡＭＲ業務等が実施されていないＢ／Ｌ

処理結果通知（＊ＳＡＨＲ）

分
割

非
表
示

￥
カ
ン
マ

コード 出力条件/形式項目名
繰
1

繰
2

編集仕様出力情報名（出力情報コード）

項番
属
性

桁欄

条件
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1 入力共通項目

an 398 M M M

2 処理区分コード

KND an 1 M M M

２：追加
５：訂正
１：削除

3 ＳＰコード
SPI an 16 C C C

サービスプロバイダーコードを入力

4 船舶コード

SEN an 9 M M M

コールサイン （１）バスケットコード（９９９９）は入力不可
（２）積載船名および船舶国籍コードを入力した場合は、
船舶ＤＢに登録されていない船舶コードを入力可

5 積載船名

SNM an 35 F F -

（１）船舶コードが船舶ＤＢに登録されていない場合は、
積載船名を必須入力
（２）船舶コードが船舶ＤＢに登録されている場合は、船
舶ＤＢに登録されている積載船名を優先する

6 船舶国籍コード

SNC an 2 F F -

国連ＬＯＣＯＤＥ
（国名２桁）

（１）船舶コードが船舶ＤＢに登録されていない場合は、
船舶国籍コードを必須入力
（２）船舶コードが船舶ＤＢに登録されている場合は、船
舶ＤＢに登録されている船舶国籍コードを優先する

7 航海番号

VOY an 10 M M M

8 船会社コード

SCA an 4 M M M

ＮＡＣＣＳ用船会社コードを入力

9 船積港コード

LPR an 5 M M M

国連ＬＯＣＯＤＥ （１）コンテナ貨物を日本向けに船積みした港を入力
（２）システムに登録されていない船積港コードを入力し
た場合は、システム内で３桁目から３文字分を「ＺＺＺ」
に変換（バスケットコードに変換）して処理を行う
（３）外国のコードとしてシステムに登録されていること

10 船積港名

LPN an 20 F F -

（１）船積港コードにバスケットコードを入力した場合
（船積港コードがバスケットコードに変換された場合を含
む）に必須入力
（２）船積港コードに対する船積港名がシステムに登録さ
れている場合は、システムに登録されている船積港名を優

コード
繰
2

入力条件/形式
E
L

R

端末仕様（参考）

削除

既
定
値

P
M

履
歴

項目名 ID

条件

出港前報告訂正（ハウスＢ／Ｌ）（ＣＨＲ）

繰
1

属
性

桁

業務名（業務コード）

追加 訂正
項番 欄

場合 、 録 船積港名を優
先する

11 船積港枝番

LED an 1 C C C

（１）スペース入力可
（２）同一航海で同一港に複数回寄港する場合は船積港枝
番（１～９）を入力

12 マスターＢ／Ｌ番号

OBL an 35 M M M

（１）先頭４桁は、ＮＡＣＣＳ用船会社コードであること
（２）船会社コードが３桁の場合は、４桁目に｢－(ハイフ
ン)｣を入力すること
（３）５桁以上であること
（４）カンマ入力がないこと
（５）システムで定められた桁数以内であること

13 ハウスＢ／Ｌ報告完
了識別

HBE an 1 C X -

マスターＢ／Ｌに関連するハウスＢ／Ｌの報告が全て完了
した場合は「Ｅ」を入力

14 ハウスＢ／Ｌ番号

CBL an 35 C M M

（１）先頭４桁は、ハウス貨物用として使用可能なコード
であること
（２）５桁以上であること
（３）カンマ入力がないこと
（４）システムで定められた桁数以内であること
（５）ハウスＢ／Ｌ報告完了識別に入力がない場合は、必
須入力

15 出港予定年月日

DDT n 8 C C -

出港予定年月日を現地時間またはグリニッジ標準時で入力

○

16 出港予定時分

DHM n 4 M M -

出港予定時分を現地時間またはグリニッジ標準時で入力

○

17 グリニッジ標準時差
分

GTD an 5 M M -

（１）現地時間とグリニッジ標準時との差分を「正負記
号」＋「ＨＨＭＭ」形式で入力
（２）出港予定年月日および出港予定時分に、グリニッジ
標準時を入力する場合は、「０００００」を入力

18 緩和措置対象地域識
別

MMR an 1 C C -

Ｙ：出港前報告制度における緩和措置対象地域から出港す
る場合

19 通知先コード

CA_ an 5 3 C C -

利用者コード 出港前報告に係る税関からのリスク分析結果の事前通知を
他の利用者にも送付したい場合は、当該利用者の利用者
コードを入力
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コード
繰
2

入力条件/形式
E
L

R

端末仕様（参考）

削除

既
定
値

P
M

履
歴

項目名 ID

条件

出港前報告訂正（ハウスＢ／Ｌ）（ＣＨＲ）

繰
1

属
性

桁

業務名（業務コード）

追加 訂正
項番 欄

20 船卸港コード

DPR an 5 M M -

国連ＬＯＣＯＤＥ （１）船卸港（仮陸揚を行う場合は仮陸揚港）をコードで
入力
（２）日本の港を入力した場合は、外航船舶用としてシス
テムに登録されていること
（３）通過貨物の場合は、外国のコードを入力
（４）システムに登録されていない船卸港コードを入力し
た場合は、システム内で３桁目から３文字分を「ＺＺＺ」
に変換（バスケットコードに変換）して処理を行う

21 入港予定年月日

IDT n 8 M M -

（１）日本時間で入力
（２）通過貨物の場合は、日本に寄港する日本時間を入力

○

22 仕出港コード

EPR an 5 M M -

国連ＬＯＣＯＤＥ （１）コンテナ貨物を最初に船積みした港を入力
（２）システムに登録されていない仕出港コードを入力し
た場合は、システム内で３桁目から３文字分を「ＺＺＺ」
に変換（バスケットコードに変換）して処理を行う
（３）外国のコードとしてシステムに登録されていること

23 仕出港名

EPN an 20 F F -

（１）仕出港コードにバスケットコードを入力した場合
（仕出港コードがバスケットコードに変換された場合を含
む）に必須入力
（２）仕出港コードに対する仕出港名がシステムに登録さ
れている場合は、システムに登録されている仕出港名を優
先する

24 荷渡地コード

DLP an 5 M M -

国連ＬＯＣＯＤＥ （１）仮陸揚貨物の場合は船卸港コードと同一でないこと
（２）システムに登録されていない荷渡地コードを入力し
た場合は、システム内で３桁目から３文字分を「ＺＺＺ」
に変換（バスケットコードに変換）して処理を行う
（３）荷渡地コードがバスケットコードに変換された場合
は、変換後のバスケットコードが、外国のコードとしてシ
ステムに登録されていること

25 荷渡地名

DLN an 20 F F -

（１）荷渡地コードにバスケットコードを入力した場合
（荷渡地コードがバスケットコードに変換された場合を含
む）に必須入力
（２）荷渡地コードに対する荷渡地名がシステムに登録さ
れている場合は、システムに登録されている荷渡地名を優
先する

26 最終仕向地コード 国連ＬＯＣＯＤＥ （１）システムに登録されていない最終仕向地コードを入

DST an 5 C C -

録
力した場合は、システム内で３桁目から３文字分を「ＺＺ
Ｚ」に変換（バスケットコードに変換）して処理を行う
（２）最終仕向地コードがバスケットコードに変換された
場合は、変換後のバスケットコードが、外国のコードとし
てシステムに登録されていること

27 最終仕向地名

DSN an 20 F F -

（１）最終仕向地コードにバスケットコードを入力した場
合（最終仕向地コードがバスケットコードに変換された場
合を含む）に必須入力
（２）最終仕向地コードに対する最終仕向地名がシステム
に登録されている場合は、システムに登録されている最終
仕向地名を優先する

28 荷送人コード

SHS an 12 C C -

輸出入者コード （１）荷送人をコードで入力
（２）先頭８桁で入力した場合は、システムで後４桁に
「００００」を補完する
（３）荷送人が無符号である場合は入力不要

29 荷送人名

SHN an 70 F F -

（１）荷送人が無符号である場合は荷送人名を必須入力
（２）荷送人コードを入力した場合は、荷送人コードに対
してシステムに登録されている荷送人名を優先する

30 荷送人住所（連続入
力）

SHA an 105 C C -

（１）荷送人が無符号である場合は荷送人の住所を入力
（２）分割された荷送人住所欄に入力がある場合は、入力
不可
（３）荷送人住所、荷送人電話番号を分離入力できない場
合は、本項目にまとめて入力

31 荷送人住所１／４
（Street and
number/P.O.Box）

SH1 an 70 C C -

（１）荷送人が無符号である場合は荷送人住所１／４
（Street and number/P.O.Box）を入力
（２）荷送人コードを入力した場合は、荷送人コードに対
してシステムに登録されている荷送人住所１／４（Street
and number/P.O.Box）を優先する
（３）荷送人住所（連続入力）に入力がある場合は、入力
不可
（４）荷送人住所１／４（Street and number/P.O.Box）
を入力した場合は、荷送人住所２／４（Street and
number/P.O.Box）及び荷送人住所３／４（City name）を
必須入力

32 荷送人住所２／４
（Street and
number/P.O.Box）

SH2 an 35 C C -

（１）荷送人が無符号である場合は荷送人住所２／４
（Street and number/P.O.Box）を入力
（２）荷送人コードを入力した場合は、荷送人コードに対
してシステムに登録されている荷送人住所２／４（Street
and number/P.O.Box）を優先する
（３）荷送人住所（連続入力）に入力がある場合は、入力
不可
（４）荷送人住所２／４（Street and number/P.O.Box）
を入力した場合は 荷送人住所１／４（Street andを入力した場合は、荷送人住所１／４（Street and
number/P.O.Box）及び荷送人住所３／４（City name）を
必須入力
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33 荷送人住所３／４
（City name）

SH3 an 35 C C -

（１）荷送人が無符号である場合は荷送人住所３／４
（City name）を入力
（２）荷送人コードを入力した場合は、荷送人コードに対
してシステムに登録されている荷送人住所３／４（City
name）を優先する
（３）荷送人住所（連続入力）に入力がある場合は、入力
不可
（４）荷送人住所３／４（City name）を入力した場合
は、荷送人住所１／４（Street and number/P.O.Box）及
び荷送人住所２／４（Street and number/P.O.Box）を必
須入力

34 荷送人住所４／４
（Country sub-
entity, name）

SH4 an 35 C C -

（１）荷送人が無符号である場合は荷送人住所４／４
（Country sub-entity, name）を入力
（２）荷送人コードを入力した場合は、荷送人コードに対
してシステムに登録されている荷送人住所４／４
（Country sub-entity, name）を優先する
（３）荷送人住所（連続入力）に入力がある場合は、入力
不可

35 荷送人郵便番号
（Postcode
identification）

SHP an 9 C C -

（１）荷送人が無符号である場合は荷送人郵便番号
（Postcode identification）を入力
（２）荷送人コードを入力した場合は、荷送人コードに対
してシステムに登録されている荷送人郵便番号（Postcode
identification）を優先する

36 荷送人国名コード
（Country, coded）

SHC an 2 F F -

国連ＬＯＣＯＤＥ
（国名２桁）

（１）荷送人が無符号である場合は荷送人国名をコードで
必須入力
（２）荷送人コードを入力した場合は、荷送人コードに対
してシステムに登録されている荷送人国名コード
（Country, coded）を優先する

37 荷送人電話番号

SHT an 14 C C -

荷送人コードに対する荷送人電話番号がシステムに登録さ
れている場合は、システムに登録されている荷送人電話番
号を優先する

38 荷受人コード

CNS an 12 C C -

輸出入者コード （１）荷受人をコードで入力
（２）先頭８桁で入力した場合は、システムで後４桁に
「００００」を補完する
（３）荷受人が無符号の場合は入力不要

39 荷受人名

CNN an 70 F F -

（１）荷受人が無符号である場合は荷受人名を必須入力
（２）荷受人コードを入力した場合は、荷受人コードに対
してシステムに登録されている荷受人名を優先する

40 荷受人住所（連続入
力）

CNA an 105 C C -

（１）荷受人が無符号である場合は荷受人の住所を入力
（２）分割された荷受人住所欄に入力がある場合は、入力
不可
（３）荷受人住所、荷受人電話番号を分離入力できない場
合は、本項目にまとめて入力
（４）荷受人名に「ＴＯ　ＯＲＤＥＲ」が入力されている
場合は、「ＴＯ　ＯＲＤＥＲ」を入力

41 荷受人住所１／４
（Street and
number/P.O.Box）

CN1 an 70 C C -

（１）荷受人が無符号である場合は荷受人住所１／４
（Street and number/P.O.Box）を入力
（２）荷受人コードを入力した場合は、荷受人コードに対
してシステムに登録されている荷受人住所１／４（Street
and number/P.O.Box）を優先する
（３）荷受人住所（連続入力）に入力がある場合は、入力
不可
（４）荷受人住所１／４（Street and number/P.O.Box）
を入力した場合は、荷受人住所２／４（Street and
number/P.O.Box）及び荷受人住所３／４（City name）を
必須入力

42 荷受人住所２／４
（Street and
number/P.O.Box）

CN2 an 35 C C -

（１）荷受人が無符号である場合は荷受人住所２／４
（Street and number/P.O.Box）を入力
（２）荷受人コードを入力した場合は、荷受人コードに対
してシステムに登録されている荷受人住所２／４（Street
and number/P.O.Box）を優先する
（３）荷受人住所（連続入力）に入力がある場合は、入力
不可
（４）荷受人住所２／４（Street and number/P.O.Box）
を入力した場合は、荷受人住所１／４（Street and
number/P.O.Box）及び荷受人住所３／４（City name）を
必須入力

43 荷受人住所３／４
（City name）

CN3 an 35 C C -

（１）荷受人が無符号である場合は荷受人住所３／４
（City name）を入力
（２）荷受人コードを入力した場合は、荷受人コードに対
してシステムに登録されている荷受人住所３／４（City
name）を優先する
（３）荷受人住所（連続入力）に入力がある場合は、入力
不可
（４）荷受人住所３／４（City name）を入力した場合
は、荷受人住所１／４（Street and number/P.O.Box）及
び荷受人住所２／４（Street and number/P.O.Box）を必
須入力

44 荷受人住所４／４
（Country sub-
entity, name）

CN4 an 35 C C -

（１）荷受人が無符号である場合は荷受人住所４／４
（Country sub-entity, name）を入力
（２）荷受人コードを入力した場合は、荷受人コードに対
してシステムに登録されている荷受人住所４／４
（Country sub-entity, name）を優先する
（３）荷受人住所（連続入力）に入力がある場合は、入力
不可
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45 荷受人郵便番号
（Postcode
identification）

CNP an 9 C C -

（１）荷受人が無符号である場合は荷受人郵便番号
（Postcode identification）を入力
（２）荷受人コードを入力した場合は、荷受人コードに対
してシステムに登録されている荷受人郵便番号（Postcode
identification）を優先する

46 荷受人国名コード
（Country, coded）

CNC an 2 F F -

国連ＬＯＣＯＤＥ
（国名２桁）

（１）荷受人が無符号である場合は荷受人国名をコードで
必須入力
（２）荷受人コードを入力した場合は、荷受人コードに対
してシステムに登録されている荷受人国名コード
（Country, coded）を優先する
（３）荷受人名に「ＴＯ　ＯＲＤＥＲ」が入力されている
場合は、着荷通知先国名コード（Country, coded）に入力
されている国名コードを入力

47 荷受人電話番号

CTL an 14 C C -

荷受人コードに対する荷受人電話番号がシステムに登録さ
れている場合は、システムに登録されている荷受人電話番
号を優先する

48 着荷通知先コード

NS_ an 12 2 C C -

輸出入者コード （１）着荷通知先をコードで入力
（２）先頭８桁で入力した場合は、システムで後４桁に
「００００」を補完する
（３）着荷通知先が無符号の場合は入力不要

49 着荷通知先名

NN_ an 70 * C C -

（１）着荷通知先が無符号の場合は入力
（２）着荷通知先コードまたは着荷通知先名の１欄目は必
須入力
（３）着荷通知先コードを入力した場合は、着荷通知先
コードに対してシステムに登録されている着荷通知先名を
優先する

50 着荷通知先住所（連
続入力）

NA_ an 105 * C C -

（１）着荷通知先が無符号である場合は着荷通知先の住所
を入力
（２）分割された着荷通知先住所欄に入力がある場合は、
入力不可
（３）着荷通知先住所、着荷通知先電話番号を分離入力で
きない場合は、本項目にまとめて入力

51 着荷通知先住所１／
４（Street and
number/P.O.Box）

NE_ an 70 * C C -

（１）着荷通知先が無符号である場合は着荷通知先住所１
／４（Street and number/P.O.Box）を入力
（２）着荷通知先コードを入力した場合は、着荷通知先
コードに対してシステムに登録されている着荷通知先住所
１／４（Street and number/P.O.Box）を優先する
（３）着荷通知先住所（連続入力）に入力がある場合は、
入力不可入力不可
（４）着荷通知先住所１／４（Street and
number/P.O.Box）を入力した場合は、着荷通知先住所２／
４（Street and number/P.O.Box）及び着荷通知先住所３
／４（City name）を必須入力

52 着荷通知先住所２／
４（Street and
number/P.O.Box）

NF_ an 35 * C C -

（１）着荷通知先が無符号である場合は着荷通知先住所２
／４（Street and number/P.O.Box）を入力
（２）着荷通知先コードを入力した場合は、着荷通知先
コードに対してシステムに登録されている着荷通知先住所
２／４（Street and number/P.O.Box）を優先する
（３）着荷通知先住所（連続入力）に入力がある場合は、
入力不可
（４）着荷通知先住所２／４（Street and
number/P.O.Box）を入力した場合は、着荷通知先住所１／
４（Street and number/P.O.Box）及び着荷通知先住所３
／４（City name）を必須入力

53 着荷通知先住所３／
４（City name）

NG_ an 35 * C C -

（１）着荷通知先が無符号である場合は着荷通知先住所３
／４（City name）を入力
（２）着荷通知先コードを入力した場合は、着荷通知先
コードに対してシステムに登録されている着荷通知先住所
３／４（City name）を優先する
（３）着荷通知先住所（連続入力）に入力がある場合は、
入力不可
（４）着荷通知先住所３／４（City name）を入力した場
合は、着荷通知先住所１／４（Street and
number/P.O.Box）及び着荷通知先住所２／４（Street and
number/P.O.Box）を必須入力

54 着荷通知先住所４／
４（Country sub-
entity, name）

NH_ an 35 * C C -

（１）着荷通知先が無符号である場合は着荷通知先住所４
／４（Country sub-entity, name）を入力
（２）着荷通知先コードを入力した場合は、着荷通知先
コードに対してシステムに登録されている住所４／４
（Country sub-entity, name）を優先する
（３）着荷通知先住所（連続入力）に入力がある場合は、
入力不可

55 着荷通知先郵便番号
（Postcode
identification）

NP_ an 9 * C C -

（１）着荷通知先が無符号である場合は着荷通知先郵便番
号（Postcode identification）を入力
（２）着荷通知先コードを入力した場合は、着荷通知先
コードに対してシステムに登録されている着荷通知先郵便
番号（Postcode identification）を優先する

56 着荷通知先国名コー
ド（Country,
coded）

NC_ an 2 * C C -

国連ＬＯＣＯＤＥ
（国名２桁）

（１）着荷通知先が無符号である場合は着荷通知先国名を
コードで入力
（２）着荷通知先コードを入力した場合は、着荷通知先
コードに対してシステムに登録されている着荷通知先国名
コード（Country, coded）を優先する

57 着荷通知先電話番号

NL_ an 14 * C C -

着荷通知先コードに対する着荷通知先電話番号がシステム
に登録されている場合は、システムに登録されている着荷
通知先電話番号を優先する
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58 品名

CMD an 350 M M -

（１）積荷内容が容易に特定できるよう具体的かつ詳細な
品名を入力
（２）積荷内容が容易に特定できない表現の品名は入力不
可（例えば、「PARTS」は不可で、「MOTORCYCLE PARTS」
は可）

59 代表品目番号

HSN an 6 M M -

ＨＳコード
（６桁）

（１）複数の品目がある場合には、代表品目のＨＳコード
６桁を入力
（２）システムに登録されていること

60 記号番号

MRK an 140 M M -

61 個数

PCS n 8 M M -

（１）小数点以下は入力不可
（２）個数の表現できない貨物については「１」を入力

○

62 個数単位コード

PUT an 3 M M -

包装種類コード
（ＵＮ／ＥＣＥ勧
告第２１号・英
字）

63 総重量

GWT n 10 M M -

整数部６桁、小数部３桁

○

64 重量単位コード

WU1 an 3 M M -

数量単位コード
（ＵＮ／ＥＣＥ勧
告第２０号・英
字）

ＫＧＭ：キログラム
ＴＮＥ：メトリックトン
ＬＢＲ：ポンド

○

65 ネット重量

NWT n 10 C C -

整数部６桁、小数部３桁

○

66 重量単位コード

WU2 an 3 M M -

数量単位コード
（ＵＮ／ＥＣＥ勧
告第２０号・英
字）

ＫＧＭ：キログラム
ＴＮＥ：メトリックトン
ＬＢＲ：ポンド

○

67 容積

VOL n 10 M M -

整数部６桁、小数部３桁

○

68 容積単位コード

VUT an 3 M M -

数量単位コード
（ＵＮ／ＥＣＥ勧
告第２０号・英
字）

ＭＴＱ：立方メートル
ＦＴＱ：立方フート
ＢＦＴ：フートボードメジュアー（木材）

○

69 原産国コード

ORG an 2 C C -

国連ＬＯＣＯＤＥ
（国名２桁）

70 危険貨物等コード

SPC an 3 C C -

危険貨物等コード 特殊貨物の場合にその種類をコードで入力

71 ＩＭＤＧクラス

DIC an 4 C C -

国際海上危険物規則（ＩＭＤＧ　ｃｏｄｅ）における危険
物の分類（クラス）を入力

72 ＵＮ　Ｎｏ．

DUN an 4 M M -

（１）国際連合危険物輸送勧告における国連番号を入力
（２）「００００」～「９９９９」の範囲で入力

73 海上運賃（フレー
ト）

FRT n 18 C C -

（１）海上運賃通貨種別コードが「ＪＰＹ」以外の場合
は、小数点以下第２位まで入力可
（２）海上運賃通貨種別コードが「ＪＰＹ」の場合は、小
数点以下入力不可

○

74 海上運賃通貨種別
コード

FRC an 3 M M -

通貨コード
（ＩＳＯ４２１
７・英字）

75 価格

PRS n 18 C C -

（１）仮陸揚貨物保税運送を行う場合に価格を入力
（２）価格通貨種別コードが「ＪＰＹ」以外の場合は、小
数点以下第２位まで入力可
（３）価格通貨種別コードが「ＪＰＹ」の場合は、小数点
以下入力不可

○

76 価格通貨種別コード

PRT an 3 M M -

通貨コード
（ＩＳＯ４２１
７・英字）

77 仮陸揚識別

KRR an 3 C C -

ＵＮ／ＥＤＩＦＡ
ＣＴコード
（７３６５）

２８：仮陸揚貨物

○

78 仮陸揚事由コード

KRS an 3 M M -

仮陸揚事由コード ＴＲＴ：他の外国貿易船（機）への積換え（運送有り）
ＲＥＶ：コンテナ詰め替え

○
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79 仮陸揚期間

PRD n 2 M M -

（１）船卸開始年月日を起算日として日数で入力
（２）システムに登録されている期間内であること
（３）０以外の数字であること ○

80 運送期間開始予定日

SDT n 8 C C -

（１）仮陸揚貨物の保税運送を行う場合に運送期間開始予
定日を必須入力
（２）システム年月日≦運送開始予定日であること
（３）日本時間で入力

○

81 運送期間終了予定日

EDT n 8 C C -

（１）仮陸揚貨物の保税運送を行う場合で運送期間終了予
定日を申告する場合に入力
（２）運送期間開始予定日≦運送期間終了予定日であるこ
と
（３）日本時間で入力

○

82 仮陸揚貨物保税運送
の運送具コード

BYA an 2 C C -

ＵＮ／ＥＤＩＦＡ
ＣＴコード
（８１７９）

仮陸揚貨物の保税運送を行う場合に運送具をコードで必須
入力
６△：ＡＩＲＣＲＡＦＴ
１１：ＳＨＩＰ
１６：ＢＡＲＧＥ
２５：ＲＡＩＬ ＥＸＰＲＥＳＳ
３１：ＴＲＵＣＫ
１７：ＯＴＨＥＲ

○

83 到着地コード

ARR an 5 C C -

保税地域コード 仮陸揚貨物保税運送を行う場合に到着地をコードで必須入
力

84 到着地名
ARN an 35 C C -

到着地コードに係る到着地名がシステムに登録されていな
い場合に到着地名を必須入力

85 他法令コード

OR_ an 2 5 C C -

他法令コード 仮陸揚貨物保税運送であり、かつ他法令該当の貨物である
場合に入力

86 記事

NTE an 140 C C -

87 社内整理番号

REF an 20 C C -

88 コンテナ番号 左詰めで入力

100 CNO an 12 M M -

89

*

シール番号

SL_ an 15 6 M M -

シールがない場合は、１欄目に「ＮＯ ＳＥＡＬ」を入力

90

*

空／実入りコンテナ
表示

EFS an 3 M M -

ＵＮ／ＥＤＩＦＡ
ＣＴコード
（８１６９）

「４」は入力不可
５：Full

91

*

コンテナサイズコー
ド

SIZ an 2 M M -

１桁目：コンテナ長さコード
２桁目：コンテナ高さコード

コンテナ長さコード（コード：コンテナ長さ［ｆｔ］）
１：１０’
２：２０’
４：４０’
９：その他

コンテナ高さコード（コード：コンテナ高さ［ｆｔ］［ｉ
ｎ］）
０：　８’
２：　８’６”
４：　９’
５：　９’６”
６：＞９’６”
８：　４’３”
９：≦４’（その他の高さについては本コードを使用）

92

*

コンテナタイプコー
ド

TYP an 2 M M -

ＧＰ：ドライコンテナ
ＲＴ：冷凍コンテナ
ＵＴ：オープントップコンテナ
ＰＦ：フラットラックコンテナ
ＰＬ：プラットフォームコンテナ
ＴＮ：タンクコンテナ
ＳＮ：その他のコンテナ

93

*

コンテナ所有形態
コード

COW an 3 M M -

ＵＮ／ＥＤＩＦＡ
ＣＴコード
（８０７７）

１：Shipper supplied
２：Carrier supplied
３：Consolidator supplied
４：Deconsolidator supplied
５：Third party supplied

4054-03-6
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４０５４．出港前報告訂正 

（ハウスＢ／Ｌ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務コード 内   容 

ＣＨＲ 出港前報告訂正（ハウスＢ／Ｌ） 
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１．業務概要 

出港前報告した情報に対するハウスＢ／Ｌ＊１の追加、訂正及び削除を行う。 

（１）追加の場合 

入力されたマスターＢ／Ｌに対してマスターＢ／Ｌ単位にハウスＢ／Ｌの出港前報告が完了した旨

（以下、「ハウスＢ／Ｌ報告完了」という。）の登録がされている場合、または入力された船舶情報＊

２に対する「出港日時報告（ＡＴＤ）」業務が行われている場合にハウスＢ／Ｌの追加を行う。 

報告内容に基づき審査選定処理を行う。 

また、ハウスＢ／Ｌ報告完了の登録も行う。既にマスターＢ／ＬにハウスＢ／Ｌが関連付けられてい

る場合は、ハウスＢ／Ｌの登録を省略し、ハウスＢ／Ｌ報告完了の登録のみを行うこともできる。 

マスターＢ／Ｌの船舶情報が訂正された場合は、本業務でハウスＢ／Ｌの船舶情報を訂正して再報告

を行う。 

なお、「出港前報告（ハウスＢ／Ｌ）（ＡＨＲ）」業務または本業務（以下、「本業務等」とい

う。）による追加が実施可能なタイミングは以下の通りとなる。 

ハウスＢ／Ｌ報告完了 

実施状況 

ＡＴＤ業務 

実施状況 
追加可能業務 

未済 未済 ＡＨＲ業務 

済 未済 本業務＊３ 

未済 済 本業務 

済 済 本業務 

報告された情報は、入力された入港予定年月日より一定期間経過後、システムから削除される。 

（２）訂正及び削除の場合 

登録されている出港前報告情報に対するハウスＢ／Ｌの訂正及び削除を行う。 

なお、船舶情報及びＢ／Ｌは訂正不可である。 

ＡＴＤ業務が行われている場合は、「出港前報告審査終了・事前通知（ＣＤＮ）」業務によりハウス

Ｂ／Ｌにリスク分析結果の事前通知＊４が登録されている場合に限り実施可能となる。 

（＊１）Ｂ／Ｌの種類は以下のとおりとする。 

①「オーシャン（マスター）Ｂ／Ｌ」 

「出港前報告（ＡＭＲ）」業務または「出港前報告訂正（ＣＭＲ）」業務（以下、「ＡＭ

Ｒ業務等」という。）で登録されるＢ／Ｌ。 

②「ハウスＢ／Ｌ」 

本業務等でハウスＢ／Ｌとして登録されるＢ／Ｌ。 

③「マスターＢ／Ｌ」 

オーシャン（マスター）Ｂ／Ｌのうち、ハウスＢ／Ｌと関連付けされているＢ／Ｌ、また

はマスターＢ／Ｌ識別に「Ｍ」を入力したＢ／Ｌ。 

（＊２）船舶情報とは、以下の５項目を指す。 

①船舶コード 

②航海番号 

③船会社コード 

④船積港コード 

⑤船積港枝番 

（＊３）船舶情報の訂正に伴う再報告の場合はＡＨＲ業務で実施。 

（＊４）リスク分析結果の事前通知とは、以下の３つのコードの通知を指す。 

①ＨＬＤ 

②ＤＮＬ 

③ＤＮＵ 
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２．入力者 

船会社、船舶代理店、ＮＶＯＣＣ 

 

３．制限事項 

①１マスターＢ／Ｌに対して関連付け可能なハウスＢ／Ｌは最大９９件とする。 

②１ハウスＢ／Ｌで指定可能なコンテナ番号は最大１００件とする。 

③１業務で入力可能なコンテナ番号は最大１００件とする。 

 

４．入力条件 

（１）入力者チェック 

①システムに登録されている利用者であること。 

②入力者が船会社の場合は、入力された船会社コードに対する利用者であること。 

③入力者が船舶代理店の場合で、入力された船卸港が日本の港である場合は、船卸港において本船利

用船会社との受委託関係がシステムに登録されていること。 

（２）入力項目チェック 

（Ａ）単項目チェック 

「入力項目表」及び「オンライン業務共通設計書」参照。 

（Ｂ）項目間関連チェック 

「入力項目表」及び「オンライン業務共通設計書」参照。 

（３）船舶ＤＢチェック 

追加または訂正の場合で、積載船名または船舶国籍コードを入力しない場合は、入力された船舶コー

ドに対して「船舶基本情報登録（ＶＢＸ）」業務が行われていること。 

（４）出港前報告情報ＤＢチェック 

（Ａ）追加の場合 

（ａ）マスターＢ／Ｌチェック 

入力されたマスターＢ／Ｌに対して以下のチェックを行う。 

①ハウスＢ／Ｌでないこと。 

②入力された船舶情報に対するＡＴＤ業務が行われている場合は、ＡＭＲ業務等で登録済みのオ

ーシャン（マスター）Ｂ／Ｌであること。 

④入力された船舶情報に対するＡＴＤ業務が行われていない場合は、ハウスＢ／Ｌ報告完了の旨

が登録されていること。 

⑤ハウスＢ／Ｌ報告完了のみを登録する場合は、既にハウスＢ／Ｌと関連付けされていること。 

（ｂ）ハウスＢ／Ｌチェック 

入力されたハウスＢ／Ｌが登録されている場合は、以下のチェックを行う。 

①入力された船舶情報に対してＡＴＤ業務が行われていること。 

②オーシャン（マスター）Ｂ／Ｌでないこと。 

③既に本業務等で登録済みのハウスＢ／Ｌである場合には、以下の２点を満たすこと。 

・仕出港コードが変更されていないこと。 

・船舶情報が変更されていること。 
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（Ｂ）訂正および削除の場合 

入力されたハウスＢ／Ｌに対して以下のチェックを行う。 

①ハウスＢ／Ｌであること。 

②船舶情報が変更されていないこと。 

③マスターＢ／Ｌが変更されていないこと。 

④ＡＴＤ業務が行われている場合は、ハウスＢ／Ｌにリスク分析結果の事前通知が登録されているこ

と。 

 

５．処理内容 

（１）入力チェック処理 

前述の入力条件に合致するかチェックし、合致した場合に処理結果コード「０００００－００００－

００００」を設定の上、以降の処理を行う。 

合致しなかった場合はエラーとし、「０００００－００００－００００」以外の処理結果コードを設

定の上、処理結果通知出力処理を行う｡（エラー内容については「処理結果コード一覧」を参照。） 

（２）ハウスＢ／Ｌ重量総計計上処理 

ハウスＢ／Ｌの総重量を、マスターＢ／Ｌに登録されているハウスＢ／Ｌ重量総計に加減算する。 

（３）重量比較判定処理 

マスターＢ／Ｌに対してＡＭＲ業務等が行われている場合は、マスターＢ／Ｌの総重量と前述５．

（２）で計上したハウスＢ／Ｌ重量総計とで比較判定を行う。 

（４）マスターＢ／ＬとハウスＢ／Ｌのマッチング判定処理 

入力された船舶情報に対してＡＴＤ業務が行われている場合は、入力されたハウスＢ／Ｌに関連付け

られているマスターＢ／Ｌに対して、ＡＭＲ業務等と本業務等の実施状況の判定を、以下の通り行う。 

また、本業務等の実施状況については、マスターＢ／Ｌ単位にハウスＢ／Ｌ報告完了の判定も行う。 

項番 ＡＭＲ業務等実施状況 本業務等実施状況 ワーニング対象判定

1 未済 
済 

（ハウスＢ／Ｌ報告完了未済）
対象 

2 未済 
済 

（ハウスＢ／Ｌ報告完了済） 
対象 

3 済 未済 対象 

4 済 
済 

（ハウスＢ／Ｌ報告完了未済）
対象 

5 済 
済 

（ハウスＢ／Ｌ報告完了済） 
対象外 

 

（５）出港前報告情報不一致判定処理 

入力されたハウスＢ／Ｌに対して、以下の判定を行う。 

（Ａ）報告時間不正判定 

ＡＴＤ業務が行われている場合は、システムに登録されている報告期限までに出港前報告がされて

いることを判定する。 

（Ｂ）ハウスＢ／Ｌ未登録判定 

マスターＢ／Ｌの場合は、マスターＢ／Ｌに関連付けられたハウスＢ／Ｌ登録状況を判定する。 

（Ｃ）マスターＢ／Ｌ未登録判定 

関連付けられているマスターＢ／ＬがＡＭＲ業務等で登録されていることを判定する。 
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（Ｄ）船舶情報不一致判定 

関連付けられているマスターＢ／Ｌが、ＡＭＲ業務等で登録されている場合には、本業務等で入力

された船舶情報とマスターＢ／Ｌに登録されている船舶情報を比較し、異なる場合に不一致と判定す

る。 

○：判定対象

処理区分 

チェック項目 
追加 訂正 削除 

報告時間不正判定 ○   

ハウスＢ／Ｌ未登録判定 ○  ○ 

マスターＢ／Ｌ未登録判定 ○   

船舶情報不一致判定 ○  ○ 

 

（６）審査選定処理 

追加または訂正の場合は、入力された情報に基づき審査選定を行う。 

（７）出港前報告情報ＤＢ処理 

（Ａ）追加の場合 

（ａ）マスターＢ／Ｌ処理 

（ア）登録処理 

入力されたマスターＢ／Ｌに対して以下の処理を行う。 

①ハウスＢ／Ｌの入力がある場合は、関連付けられたハウスＢ／Ｌの件数を、１件加算する。 

②船舶情報の訂正に伴う再報告の場合で、マスターＢ／ＬにハウスＢ／Ｌ報告完了が登録されて

いる場合は、その旨を取り消す。 

③ハウスＢ／Ｌ報告完了の入力がある場合は、その旨を登録する。 

④ハウスＢ／Ｌ重量総計計上処理、重量比較判定処理、マスターＢ／ＬとハウスＢ／Ｌのマッチ

ング判定処理、及び出港前報告情報不一致判定処理（ハウスＢ／Ｌ未登録判定、マスターＢ／

Ｌ未登録判定、船舶情報不一致判定）の結果を登録する。 

（イ）削除処理 

マスターＢ／Ｌが変更された場合は、変更前のマスターＢ／Ｌに対して以下の処理を行う。 

①関連付けられたハウスＢ／Ｌの件数を、１件減算する。 

②ハウスＢ／Ｌ重量総計計上処理、重量比較判定処理及び出港前報告情報不一致判定処理（ハウ

スＢ／Ｌ未登録判定、船舶情報不一致判定）の結果を登録する。 

③関連付けられたハウスＢ／Ｌの件数が０件となった場合で、ＡＭＲ業務等が行われていない場

合は、削除表示を設定する。 

（ｂ）ハウスＢ／Ｌ処理 

入力されたハウスＢ／Ｌに対して以下の処理を行う。 

①入力された情報を登録する。 

②マスターＢ／ＬとハウスＢ／Ｌを関連付けた旨を登録する。 

③出港前報告情報不一致判定処理（報告時間不正判定）及び審査選定処理の結果を登録する。 

④入力された船舶情報に対してＡＴＤ業務が行われている場合は出港日時を登録する。 

（Ｂ）訂正の場合 

（ａ）マスターＢ／Ｌ処理 

入力されたマスターＢ／Ｌに対して以下の処理を行う。 

①ハウスＢ／Ｌ重量総計計上処理、重量比較判定処理の結果を登録する。 
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（ｂ）ハウスＢ／Ｌ処理 

入力されたハウスＢ／Ｌに対して以下の処理を行う。 

①入力された情報を上書き登録する。 

②審査選定処理の結果を登録する。 

（Ｃ）削除の場合 

（ａ）マスターＢ／Ｌ処理 

入力されたマスターＢ／Ｌに対して以下の処理を行う。 

①関連付けられたハウスＢ／Ｌの件数を、１件減算する。 

②ハウスＢ／Ｌ重量総計計上処理、重量比較判定処理及び出港前報告情報不一致判定処理（ハウ

スＢ／Ｌ未登録判定、船舶情報不一致判定）の結果を登録する。 

③関連付けられたハウスＢ／Ｌの件数が０件となった場合で、ＡＭＲ業務等が行われていない場

合は、削除表示を設定する。 

（ｂ）ハウスＢ／Ｌ処理 

入力されたハウスＢ／Ｌに対して以下の処理を行う。 

①マスターＢ／Ｌとの関連付けを取り消す。 

②削除表示を設定する。 

（８）出力情報出力処理 

後述の出力情報出力処理を行う。出力項目については「出力項目表」を参照。 

  

６．出力情報 

情報名 出力条件 出力先 

処理結果通知 なし 入力者 

出港前報告情報 ハウスＢ／Ｌに係る情報 税関 

出港前報告情報 マスターＢ／Ｌに係る情報 税関 

マスターＢ／Ｌ一覧情

報 

以下の条件をすべて満たすとき出力する 

（１）ＡＴＤ業務が行われている 

（２）「マスターＢ／ＬとハウスＢ／Ｌのマッ

チング判定処理」において、ワーニング

と判定された 

税関 

出港前報告不一致情報

（税関） 

以下の条件をすべて満たすとき出力する 

（１）ＡＴＤ業務が行われている 

（２）「出港前報告情報不一致判定処理」にお

いて、出力要と判定された 

税関 

出港前報告不一致情報

（民間） 

以下の条件をすべて満たすとき出力する 

（１）ＡＴＤ業務が行われている 

（２）「出港前報告情報不一致判定処理」にお

いて、出力要と判定された 

入力者 
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７．特記事項 

（１）ハウスＢ／Ｌの出港前報告日時について 

追加の場合、本業務を行った日本時間における日時を、出港前報告日時とする。 

（２）船舶情報の訂正について 

既に本業務等で登録済みのハウスＢ／Ｌである場合で、入力された船舶情報とハウスＢ／Ｌに登録さ

れている船舶情報が異なる場合は、船舶情報の訂正に伴う再報告とみなして上書き登録を行う。同時

に、マスターＢ／Ｌに対するハウスＢ／Ｌ報告完了の登録がされている場合はその旨を取り消すた

め、再度ハウスＢ／Ｌ報告完了の登録が必要である。 



1 出力共通項目

an 398 M

メールサブジェクトには以下の項目を出力
（１）ハウスＢ／Ｌ番号が入力された場合
・ハウスＢ／Ｌ番号　３５桁
（２）ハウスＢ／Ｌ番号が入力されていない場合
・マスターＢ／Ｌ番号　３５桁

2 処理結果コード
an 75 M

処理結果コード システムで判定された処理結果コードを出力

3 マスターＢ／Ｌ番号
an 35 C

入力されたマスターＢ／Ｌ番号を出力

4 ハウスＢ／Ｌ番号
an 35 C

入力されたハウスＢ／Ｌ番号を出力

5 Ｂ／Ｌ不突合識別

an 1 C

ハウスＢ／Ｌが入力された場合で、入力されたマスターＢ／
Ｌが以下のいずれかの条件を満たす場合に「１」を出力
①マスターＢ／Ｌ識別に「Ｍ」が入力されていないＢ／Ｌ
②ＡＭＲ業務等が実施されていないＢ／Ｌ

項目名
繰
1

繰
2

編集仕様出力情報名（出力情報コード）

項番
属
性

桁欄

条件

処理結果通知（＊ＳＣＨＲ）

分
割

非
表
示

￥
カ
ン
マ

コード 出力条件/形式
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